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「障害者の防災対策とまちづくりの総合的な推進のための研究」 

第二回 勉強会 記録 

 

この原稿は、「障害者の防災対策とまちづくりの総合的な推進のための研究」第二回勉強会

における講師のご講演と参加者との質疑応答の録音をテープ起こししました。講演者と質問

者に公表の可否を確認させていただきました。 

平成 24年７月 25日 

【開催趣旨】 

 国リハ研究所障害福祉研究部では、平成 15年度より、障害者の災害時避難準備に関する研

究を行ってきました。特に、支援が手薄な精神障害と自閉症に注目してまいりました。平成

23年の東日本大震災では、北海道浦河べてるの家のメンバーが安全な避難行動を迅速にとり、

日本自閉症協会が編纂した「防災ハンドブック」の有効性が広く知られるなど、これまでの

研究と活動の成果が確認されたとともに、新たな課題も見出されています。 

 そこで、東日本大震災の被災地における障害者の状況をご紹介いただくと共に、車いす利

用者が開発した「災害時要援護者支援（障害者、高齢者、幼児、妊婦、外国人を含む）のた

めの地理情報システム(GIS:Geographical Information System)」についてデモンストレーシ

ョンと自治体での活用例をご紹介いただき、今後の研究計画の作成と地域の関係者との意見

交換を行うことを目的として勉強会を開催いたします。 

 

【日時】平成 24年４月 24日（月曜日） 13時から 15時 

 

【場所】国立障害者リハビリテーションセンター研究所第一研究棟 機材室 

（２階 エレベーター左） 

 

【講師】水谷真、菅沼良平 

（AJU自立の家 わだちコンピュータハウス 防災企画ＧＬ、名古屋） 

 「東日本大震災における障害者の状況と要援護者支援 GIS」 

 

【連絡先】 

北村弥生 Kitamura-yayoi@rehab.go.jp   

Tel: 04-2995-3100 内線 2530, FAX: 04-2995-3132 

国立障害者リハビリテーションセンター研究所 障害福祉研究部 

〒359-8555  所沢市並木 4-1 

司会：本日は、第二回勉強会にご参加いただき、ありがとうございます。合計 34名の参加を

いただいております。内訳は、国リハ職員、親の会、当事者の会、ボランティア、市議など、

お送りしたリストに加えて、自治会長 6名、そのうち 1地区は民生委員地区長より、民生委
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員全員に通知をお送りいただいたようで、民生委員７名がご参加くださいました。 

要援護者の中には、高齢者、外国人、乳幼児、妊婦なども含まれるのですが、今回は、まず、

障害に関わる方にお声をかけました。災害時要援護者支援に関係する人のうち、障害種別に

かかわりなく、知己のある方にお知らせした結果、知的障害、発達障害関係の方が多くお越

しくださいました。これまでの私どもの研究が、「知的障害者、発達障害者への災害時準備」

であったこともありますが、肢体不自由などの場合は物理的な参加が難しいという理由もあ

りますので、本日の講演と質疑は録音し、テープ起こしして、参加できなかった人とも共有

したいと考えています。 

 

では、まずはじめに、AJU の水谷様より、東日本大震災での障害者の被災状況に関するご講

演をいただきたいと思います。また、引き続き、菅沼様より、平時から地域の地図上で要援

護者、支援者、危険場所などを記録し、避難訓練などに役立てるシステムのご紹介をお願い

します。よろしくお願いいたします。 

水谷：今日は、現在の災害時応援話者の支援が

どうなっているかという現状と課題。それから、

今後、どういった支援が必要かというところにつ

ながる提言を含めて、少しご紹介しながら、地域

防災の１つのツールとしての GISの仕掛けについ

てもご紹介したいと思います。正面のプロジェク

ターでは「障害者は避難所に避難できない」、少

しセンセーショナルなタイトルをつけさせてい

ただいております。私共も、東日本大震災の翌日

から支援に入った時に、まず感じたことをちょっ

と言葉にしたものです。 

AJUが、約 40年前から名古屋、愛知の地で、障害

者も街に出ようと、１人の市民として活動しよう

ということで産声をあげました。街づくりや自立

生活、社会参加、就労、それから、防災の分野で

も、特に、弱い立場に置かれた人のところに問題

が端的にあらわれます。それを、専門家の視点で

はなくて、「当事者がこんなふうに行なっている

から、こうしたいんだ」という思いからスタート

して、発想して、取り組んでまいりました。 

 

東日本も発災翌日から、取り組んでいきます。

そのあたりも振り返ってみたいと思います。前

半の部分は、いつも使っている講演です。 
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河村宏先生も先ほどおっしゃいましたけど、え

え、高齢者に死亡率が高いとか、障害者が死亡

率２倍だという情報。それから、明治の三陸と

比べると、岩手では４分の１に減ってるけど、

宮城では３倍に増えてる。この差っていうのは、

今後、災害を、支援を考える時、非常に大きな

ポイントだろうと思います。１つは防災意識の

違い。岩手県の三陸地方、リアス式海岸のとこ

ろはもう繰り返し津波被害が襲っている所で、

「津波てんでんこ」という言い伝えがあるように、とにかく「自分の身は自分で守ろう、率

先して避難しましょう」ということが伝承として伝わっている地域と、そうではなくて、1960

年のチリ地震の時も、「ここら辺には足元しか来なかったから」と言って、石巻や南三陸の人

たちは避難を躊躇されている。その差が、ここの差にあらわれているだろうと思います。 

 

だから、建物被害、負傷者の数というのも、阪

神淡路に比べると思ったほど多くない。負傷者

に関しては少なかったんですが、この辺りは、

我々、津波にばかり被害の大きさを感じており

ますが、首都直下型地震も含めて、阪神淡路を

思い出すと、倒壊よってもう即死状態であった

り、焼死というかたちで、延焼によって命を落

とされる人が非常に多いということも忘れては

ならないポイントとなっています。 
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ただまあ、最近の知見では中央防災会

議や内閣府の被害想定の検討会議で

も、南海トラフによる巨大地震が、被

害想定、非常に大きくなったというこ

とが最近のところでもあったと思い

ますし、直下型地震というのも、最近、

たくさん言われていることで、皆さん

も意識を持っているところだと思い

ます。 

 

 

 

私共が、今回の東日本、１年前に行動を起こし

たきっかけは、名取市の障害者支援団体・ドリ

ームゲートさんから「女性の介助者が被災した

ので女性スタッフをよこして欲しい」という１

本の電話でした。名古屋の方は非常にゆっくり

とした揺れで、感じなかった人もいたぐらいで

した。でも、この被害の大きさに、とにかく大

変だろうということで、当日から連絡を取り続

けて、翌朝ようやく向こうから連絡が入りまし

た。 
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そこで、土曜日のうちに、積めるだけの物資、ガソリンと女性スタッフ３人を乗せて、日本

海経由で被災地に入りました。最初の１週間、ドリームゲート、名取市を中心にして物資を

届けたり、避難所の聴き取り調査を開始するんですが、障害者がほとんど見えてこない、ど

こに行ったんだろう？というのが最初の報告でした。 

 

約束通り、ドリームゲートさんでの支援を続

ける中で、おひとり、Ｋさんという癌センタ

ーに当時入院されていた全身性の障害者に

出会いました。彼が重傷者であふれた病院で

は居続けることができないということから

行き先を探して。ヘルパーを使って生活する

ということも、こういった状況ですからでき

ないということで、名古屋に来ることを同意

されて。４月１８日に仙台に戻ったところな

んです。ちょうど１年１ヶ月、名古屋で過ご

していたんです。こちらは、最初の１週間の

様子ですね。 

 

この記事はＫさんが、ちょうど１週間目に名

古屋に避難したところです。Ｋさんは愛知県、

名古屋の方の福祉を勉強されて、障害者が重

度の障害があってもヘルパーやいろんな制

度で機器を使いながら、自分らしく生きられ

るんだということを、改めて知られて、地元

で頑張りたいということで先週仙台に戻っ

たところです。 
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第１陣の報告から見えてきたところでは、情報

収集が特に困難。どこに障害者がいるかわから

ない。行政の担当者に聞いても、避難所のリー

ダーに聞いてもわからない。「いや、ここには

障害者、いませんよ」という横を調査員の前を

知的障害の人が通り過ぎたり。そういったこと

もあって、一般の人には見た目でわかる車いす

や白杖をついた人は障害者とわかっても、それ

以外の方は非常に気づかれにくいという状況

もあります。それから、物資がとにかくない。

ただ、あっても非常に不均衡な状況であり

まして、避難所にいた人、配布の時にいた

人のみに配られて、それ以外の人には配ら

れない。取りに行っても配られない。特に、

寝たきりのお年寄り用のオムツはあって

も、中学生ぐらいの重度障害者が使うスー

パージャンボという規格の物を求めても、

そういった物は支援物資としてない。医療

的ケアを必要としている人たちもカテー

テルや滅菌精製水がなくて困っていらっ

しゃる。非常に物資がないということが最

初１０日ぐらいでした。それから、避難所

生活については、車いすの人だけではなく、

特に障害のある人や移動困難を抱えたお

年寄りも大変困難な状況です。特に、トイ

レというのは、逃げたその場から問題にな

りますが、ご存じのように仮設トイレとい

うのは非常に狭くて、そこに、お年寄りが

躓いて身動きがとれなくなる。あるいは、

夜中に人をかき分けて行く中で、人の足を

踏んじゃったら最後、大きな声で怒鳴られ

て、怖くてもう次からトイレに行けないと

いうことはどこの避難所でも見られまし

た。こういった避難所生活の困難、物理的

なバリアというところが大きな課題でも

あります。それから介助者の確保が困難と

いうところが、最初の１週間の活動の中で

見えてきました。 
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第２陣以降、繰り返し、私共は、訪れまして、特に

避難所のプライバシー空間がないことからくる問題

を解決するために間仕切りセットを、菅沼を中心に

何度か避難所の方に届させました。それから、物資

も送りました。支援に同行してもらって届けたんで

すね。避難所の間仕切りに関しては、最初の３ヵ月

で 360 セットを東北地方に届けさせていただきまし

た。１週間後、見に行くと、知的の青年が居場所を

見つけていたということもありました。それから、

新学期が始まったところでは、長期化する避難生活

に合わせて世帯ごとに区切るというかたちで使って

いたこともあります。 
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発災直後の支援状況は、非常に今回、緊急期が長

かった。特に、ガソリン不足、燃料不足。被災地

の生活もですが、支援者の側も非常に動きにくい

状況がありました。それから、どの大規模災害で

も言えるんですが、移動と情報の制約ということ

が非常に致命的で、この問題をまず解決しないと

いけないだろうということを判断しました。特に、

普段、我々は通信だとかマニュアルといったもの

に頼って仕事をしておりますけども、特にマニュ

アルは流されてないことがあって、判断を仰ぐべき同僚や上司とも連絡がつかないという中

では、目の前にいるこの人のために何ができるかということを一人一人が判断するという、

そういったことも求められてくる。判断力というのは結果を分けるということが見直されま

した。 

 

障害者がいない状況の中で、出会った何人かの要援護者の状況を紹介します。車いすを使っ

た 83歳の女性。避難所にボランティアがいても、介護を受けることができない。基本的には

家族でやるしかない。 

60 代の夫婦の場合は、亘理町で津波が来て、

３日間、ご自宅の２階で毛布にくるまって寒

さを凌いでいました。夫婦が移動した先でも、

自衛隊のお風呂ができ始めても、身体にハン

デのある人は１人では入れない。これは、知

的障害の人でも結構あって、お母さんがいつ

も付き添って入れてらっしゃるところ、男女

が別になっちゃったがために、１ヵ月入れな

い。長い人だと半年間、お風呂に入れないと

いう生活を強いられております。 

それから、14歳の当時中学２年生の女の子で、

何度か NHK や新聞にも取り上げられたお子さ

んですが、医療的ケアを必要とする、我々が

出会った中で最も重度の人が、石巻の湊小学

校で、３階の相談室で避難生活を送っていま

した。私たちが訪ねた時は、まあ、とにかく

物がないというところだったので、エンシュ

アとか、滅菌精製水とか、カテーテルとか、

大きめの 
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紙オムツが喜ばれました。ご自宅が半壊と書

いてありますが、実は全壊です。お父さんも

直後、帰ってみえて、急いで避難所へ行こう

ということで逃げたんですが、ちょうど３階

に上がったところに、津波に襲われ、校庭に

あった車、ようやく車いすだけは取り出せた

んですが、物資も全て流された状況で避難生

活が始まりました。気管切開していて、痰の

吸引に電源が必要なんですが、予備の吸引器

も含めて３日間はもったそうですね。 

 

とにかく電気がないことには命が繋げないということで、ヘリコプターによる搬送が始まっ

た２日目からいろんなところにかけ合って、「何とか命を繋げてください」と、お母さんが声

を上げたんです。地域の小学校に通ってらっしゃったので、学校の先生も一緒になって声を

上げていただいたそうなんですが、とても対応できない。石巻の赤十字病院にヘリで搬送さ

れたんですけど、低体温症でもう命が危ないという人が非常に多い中、この方の場合は緑色

のトリアージ・タグをつけて下ろされたんです。お母さんも「こんなはずでは」という中で、

また、そこから仙台の医療ケアをしてもらってた病院に交渉したり、いろんなところにかけ

合うんですが、こういった方でも、命を繋ぐという保証が今の状況の中ではないということ

です。 

 

そんな一方で、地域の人たちとの関係もあったために、嫌な顔もされず、痰の吸引を夜中に

やっても、付き合っていただけたり、いろんな所から支援者が物資を持ってきていただける

ということで、Xさんのところが一番重度で大変なんですけども、「いや、うちよりももっと

在宅で逃げられない人がいるから、そっちに持って行ってください」と、いろんな所を紹介

してその物資を届けて行っていたというような動きをされておりました。 

 

被災者でありながら、支援をする側としてもお母さんが途中から動かれている。改めて今年

２月にヒアリングをした X さんから聞いてきたんですが、知的障害者の更生施設のひたかみ

園という所は、非常に被害の大きな地域でしたけれど、浮島のようになって、そこだけが大

丈夫でした。ずっと救援を待っていたところ、ヘリコプターが来て、ようやく助けてもらえ

ると思ったら、何てことはない、行き場のない知的障害者が下ろされた。その知的障害の人

たちは「あっち行け、こっち行け」とたらい回しにされた。病院も「うちは健康な人はいら

れませんから」と言って、ヘリコプターで運んだ先がひたかみ園だった。救援を待っていた

入所施設が知的障害の人が押しつけられ他という話しですが、障がい者の側からすると居場

所がない、駆け込み寺がないということです。 
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それから、93歳の女性で褥瘡が非常にひどくなってい

て、本当ならもう、すぐに救急で罹らないといけない

ような状態の方だったそうなんですが、周りの方に遠

慮して、気を遣って、「もう少し様子を見ますから」

ということで、最後まで病院に罹るところだったんで

すが、されなかった。この娘さんも、13年間おひとり

で母親の介護をされていて、東北の地でなかなかサー

ビスを使ってやるというところが一般的でなくて、お

ひとりで抱えてらっしゃるところに、この震災の被害

を受けて、より困難な状況になっているということも

伝わってきています。 

 

気仙沼の職員にやってもらった３千人の障害者がい

ることがわかっていても、どこに誰が逃げているかが

全くつかめていない。去年の３月ですが、残念ながら

１年たった今もまだ、全体的なその、状況を把握がで

きているのは、自治体では南相馬市のみです。127 あ

る自治体の中で、市役所が把握できているのは１ヵ所

のみという現状です。 

 

ただ、まあ、そうですね、仙台で会った 26 歳の脳性

麻痺の Iさん、彼女はご自身が事務局長を務める障害

者の自立生活センターのほうで被災をされて。全員が

集まっているところで被災をされましたが、とにかく

全員、避難所に逃げようということで逃げたんですが、

もうすでに 1,000人を超える人たちがいて、何人もの

車いすの人々が身動きもとれないし、一旦、トイレに

行ったら、その後、戻ってくる場所もないというよう

な状況。「これはここにいるよりは事務所に戻った方

がいいだろう」ということで、全員、他の避難所に逃

げた人たちも同じ判断で戻ってきました。こうやって、

自主的に避難をせざるを得ない人たちが結構いたと

いうのが、今回の東日本です。 

 

あちこちに福祉避難所の指定を受けた場所はあった

んですが、福祉避難所としての指導を受けていなかっ

たために機能しなくて、自主的に福祉避難所機能を別
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の施設が立ち上げたというのが非常に多かったというのが特徴。だけど、あらかじめ福祉避

難所の指定を受けていないと、公的な支援が受けられないという状況です。 

 

自宅を見に行ってもらうと、時間帯が幸いしたのですが、もし自宅に１人でいたら、命が助

からなかったかもしれないと話していました。彼女たちは２日目にようやく、テレビの画像

を観て自分たちの身近でこんな大きな津波が起きていたということを知ったそうです。被災

地では非常に情報がない中で、一体、何が起きているのかわからないところで、こうやって

避難生活をまず始めなければならなかったということですね。先ほども話したように、ヘル

パー自身が被災して自宅から来ることが難しいというと、普段、自立生活をしている人たち

だと、まあ、そのヘルパーの被災や動けないという状況からくる困難が覆いかぶさってきま

す。 

全国の障害当事者団体も、こういった被災障害者

の支援を直ちに始めております。先程のＩさんた

ちも３日後から、在宅の障害者の聴き取り調査を

始めておりますが、同じように大阪を拠点として、

阪神淡路大震災を契機にできたゆめ風基金被災

地の障害者センターが共同で、センターを立ち上

げていた。私共がやったように、物資を届けたり、

ボランティアを派遣したり、被災地を送迎のサー

ビスをするという活動をする中で、いろんな在宅

や避難所調査を行なってまいりました。本部を中心にいくつかの拠点ができておりました。

AJUも昨年の 10月から、移動が困難になるこの雪の時期に必要だろうということで、釜石に

事務局を構えて活動しています。こういったところが、勉強しながら活動をしてきた状況で

す。 
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各地の被災地障がい者センターが共通に言うの

は、障害者が見つからないという状況です。障害

者が逃げるべく場所として、まず、皆さんが思い

つくのは避難所だと思いますが、大体、判断出来

る人は避難所行かないんですね。あんな過酷なと

ころで自分は過ごせないとわかる人は行かない。

だから、当初は親戚があれば親戚のお宅に身を寄

せる。それから、それが難しければ、自宅での生

活を続けるし、それも流されてしまってないとい

う場合に、避難所に逃げられるというケースが多い。 

 

当初は、親戚のところで他の人よりもまだましな

生活が送れた方も１ヵ月、２ヵ月とするうちにだ

んだん、状況が変わってきます。知的のお子さん

をお持ちのお母さんだと、親戚の方から障害のこ

とを理解してもらえなくて、「しつけが悪い」とか、

いろいろ言われるようになって、ノイローゼにな

り、お母さんは入院せざるを得ない。最初、大丈

夫だった人の時間的経過の中で、困難が変わって

くるというのが今回わかってきました。 

 

それから、避難生活期の困難ということがいろいろ

出てきました。例えば、ポータブルトイレが必要で

あろうと、高齢者がたくさん避難している所に届け

たりしましたが、役所の決済を待っていたら１週間

かかります。急遽「使ってください」と届けたもの

が、です。仮設住宅の内開きの扉を直すのに、蝶番

を交換するということになり、それに結局、１週間

かかってしまった。すぐに必要なことも時間がかか

って、その場その場で必要な支援が行き届かないと

いう状況もありました。 

 

仮設住宅ができる時期からは、移送ニーズというのが非常に高くなってきております。現在

も私共、支援を続けておりますが、６割以上が移送サービス。これは、生活圏から離れた場

所に仮設住宅ができるということから、介護保険でカバーできる範囲を超えて移送ができな

いということから高齢者も含めて、非常に高いニーズがあります。 

 

それから、障害の理解がなくて非常に困難を抱えていらっしゃるということもあります。仮
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設住宅がとても住めないということで、ご両

親ともに一緒に逃げた障害のある方も、仮設

が狭いがためにご自身だけはもう自宅に戻ら

ざるを得なかった。お母さん、お父さんが入

浴をさせに仮設に連れて来て、終わると自宅

に戻るという生活を繰り返されていました。

こんな状況の中、支援を振り返って、結論か

ら先に言いますと、災害支援の原則というの

が日常はこれでいいんでしょうけど、「大量・

一斉・公平・画一」というところの役所の原

則が前に出てしまって、そこからこぼれてし

まう人たちが非常に多いというのが今回の支

援活動の中でわかってきました。災害時だけ

はせめて、何が正しいかよりも、誰が弱い立

場かというところで動くような仕掛けがない

と、困難な人が多いということ。 
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特に、長期的な支援という視点がこれまでの支

援の中で考えられていなかった。「災害時要援

護者の避難支援のガイドライン」というのが内

閣府の委員会で作られて、そこでも描かれてい

るのは最初の避難期、避難生活期の非常に短期

的なところを中心に書かれているんですが、長

期化する中で困難が大きくなる人たちがいる。

長期的な支援というところが今後の課題の１

つだろうと思います。それから、この後につな

がる話としては、これまで福祉避難所というこ

とが、国や自治体でも要援護者対策の中心的な１つの柱とし

て考えられてきたと思いますが、現在の制度の中では、「福

祉避難所では介護を受けられない」という現状があります。

なぜかと言うと、「福祉避難所に関する運営ガイドライン」

でも、特別な配慮がなされた避難所という位置付けではあっ

ても、配置される基準は「10 人に１人の相談等にあたる人、

スタッフ」という位置付け。これをもし、２交替、３交替で

やるとすると、もう１人で 20 人、30 人見ないといけない状

況なので、障害が重くて介護が必要な人たちは、とてもここで過ごせない。もう１つ、課長

通知の中にあるんですけど、介護の必要な人たちは、すぐ入院や入所を勧めなさいというふ

うに書かれています。 

 

要は、長期的に過ごせる場所ではないというの

が、現在の制度上の福祉避難所の位置付けです。

今、新聞もこぞって、福祉避難所がどのぐらい

設置されてるとか、協定が結ばれているという

ところに皆さんの関心がいっているんですが、

マンパワーが担保されない今の制度の中では

福祉避難所はなかなか機能しないというのが

実態であります。 

 

（先進例の紹介）
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河村先生たちが得られた知見ですが、私共が取

り入れたいなと思うのは、当事者の側からの「弱

さを情報発信して、困難を抱えた人だからこそ

わかることを自分たちで補強しながらやってい

ける」、そういったところも１つモデルにしたい

なと思います。 

 

 

 

兵庫県の佐用町も私共、何度か訪れておりますが、

平成 21 年の台風９号の時に、非常に残念なこと

に避難途中に命を落とされるということが相次

ぎました。死者 18 名、行方不明２名出されて、

「何とかしなあかん」ということを、役場の人も

言いました。去年の NHKでも取り上げられました

けど、行政だけでは命を守れないんだ、というこ

とを、役場の職員がオープンにして、それを住民

自身に判断をしていただくような仕掛けとして、

防災マップ講座を精力的にやられてます。 

 

実際にやってみると、その、行政が考えるよりも具体的であり、地域ならではの危険個所を

把握できたり、民家や民地を通って避難経路を設定できたりしました。住民が主体になって

やるっていうのが、今後の防災マップのあり方の１つだろうということが、モデルとして考

えられます。 

 

その根っこには、非常に危機感があります。一人暮らしの高齢者は非常に多くて、要援護者

だけを対象にしても、全員が要援護者になっちゃうような地域なんですね。その中では、職

員も今後、どんどん減っていくということでは、住民がどうやって、日頃の見守りも含めて

やっていけるだろうということを取り組み始めたことが、この佐用町の取り組みだと思うん

です。防災マップだけでなくて、普段の支え合いマップにしていくかということを、今後の

課題とされているんだそうです。 

 

名古屋みたいな都市部ではどうかというと、うちのちょっと２つ隣の町内会の町内会長がす

ごいことやってることが最近わかったので、ご紹介させていただきますが、町内会独自で防

災名簿というのを作成してます。役所から出てくる要援護者名簿を待ってても、ちっとも出

てこないし、もう今、この時期では難しいとなると、個人情報保護法でも５千人以下は縛ら

れませんし、条例でも縛られないということでは、防災マップで、要援護者情報を把握して

いこうという取り組みがあります。 
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この特徴は障害のある人だけではなく、いざと

いう時に支援が必要な人たちに申し出てもら

って把握する。その中では、結構若い人でも、

親元離れて１人暮らししている若者からも支

援が必要だという人が意外に多くいます。そう

いう人たちは逆にこれをきっかけに支援する

側にまわってくださいって、一緒にやってもら

わなきゃいかん。プログラムに、誘いこむきっ

かけにします。実際に調べてみると、脳性麻痺

の人や精神障害と思われる人、外国人もたくさ

んいて、町内会側から言うと「どうやってかかわっていいかわからない」ということが、私

共に相談があり、逆に私共のような福祉サービスの事業所の場合だと、町内会の人たちと一

緒にこういった福祉避難所のあり方とか、マンパワーを一緒に補ってもらったりして、今、

共存の仕掛けを考えている。 

 

釜石市は、率先避難者として子どもたちが

動いたとことでも紹介されていますね。 

 

それから、先ほど紹介した石巻の Xさんは

普段のつながりがあるということで、モノ

はない、何もないという中でも、２ヶ月間、

避難所暮らしをして、居心地はそんなに悪

くなかったというのがお母さんから言わ

れた印象的な言葉です。最後に、近くの人

たちの連携だけ見て、遠くの障害団体とも

連携してということが、福島なんかだと、

うまく機能しています。



202 

 

日頃からいろんな団体が、横のつながりがあったおか

げで、発災後１週間で、支援の拠点をつくって、そこ

に JDFからの全国からの支援を受け入れる受け皿がで

きました。横の連携がある所ではこういった立ち上げ

が早く機能しました。要援護者ひとりひとりにどうや

ってアプローチするかという観点もなんですが、その

支援を担う人たちの横の連携をいかにつくるかとい

うこともこれからの課題の１つだろうと思われます。

ということで、前段が長くなってしまいました。 

 

もう１つお伝えしたいのが、今日、菅沼が紹介します GIS をつかった災害時要援護者の避難

支援の地図です。先ほどご紹介したように、平成 20 年度に厚労省の助成事業をいただいて、

ゼンリンの地図のエンジンを使い、作りました。ここには要援護者の情報だけでなくて、支

援者の情報や、避難所の情報、日頃の防災訓練の結果とか、危険個所の把握した所を紹介し

て共有していくためのものとしてつくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菅沼：同じ名古屋の AJU 自立の家、わだちコンピュータハウスで、防災企画を担当しており

ます菅沼と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。今日、僕と水谷がここにいるか

というと、北村先生から、ある日突然、電話がかかってきましてですね。あの、「GISについ



203 

 

て何かいい情報はないか」ということで、北村先生が、私たち AJU のいろんな防災活動を知

ったというところから実は始まっております。 

 

先ほど水谷から説明しましたが、ちょうど 2000年の東海豪雨以来ですね。障害者は避難行動

が困難だということがわかりました。それからあと、日頃、「地域に障害者がいること」「そ

の人たちがどういうふうな状態かということ」をきちんと知ってもらわないかぎりは、災害

が起こったときに、本当に逃げ切れるのか。水害でも、火災でも、逃げなきゃいけないとい

うような状況の時に１人では、結局、何もできないだろう。「何かあったら、そこで諦めるし

かないかな」というようなことで、いろいろと話はしてきましたが、それではいけないと思

っています。 

 

僕は、日頃は、お手元の防災カタログの避難所の間仕切りを、東海４県を中心に、いろんな

自治体の方々に、「避難所の備蓄品として是非これは必要だ」と、特に避難所はプライバシー

感覚がありませんので、「こういったものをそろえてください」ということの活動の話をして

います。東日本の方でも、そういう活動をしてきました。 

 

今回、GIS の避難タウンウォッチャーで、私共が、なぜこれをやってるかということの一番

大きな背景は、住宅地図をベースにして、いろんな情報を取り込んでいこうということが１

つの大きな特徴です。私も、いろんな自治体に行っています。東海４県、それから、東北、

甲府市、山梨だとか、いろんな所に行っておりまして、いろんな問い合わせを受けます。自

治体、社協、民生委員さんも地図と言ったら住宅地図が一番、皆さん、身近なんですね。建

物も書いてある、建物に宅名も書いてある、日頃から見慣れている。これを何とか、活用で

きるツールがないかなあと考えました。もう１つ、大きな要素としては、簡単な操作性じゃ

ないと、おそらく、これを使ってもらえないだろうなあと思いました。わかりやすくて簡単

で、日頃から見慣れている地図ということでないと、なかなか使っていただけない。ある程

度、パソコンというのかソフトの操作性に慣れていない人でも視覚的にわかるようなかたち

にしていった方がいいのかなあということで、私共はゼンリンの住宅地図を使っています。

今、画面に出ている地図は昭和区、私共の地元の地図です。 

 

上が支援者と下が要援護者になってますね。画面としては３つまで同時に開けるシステムに

なっています。色が付いているところが、まあ、支援者が住んでいらっしゃるところです。

都会の方に行くと、団地とかマンションだとかの高層階に、いろいろ住んでいらっしゃる方

もいます。地図で言うと、１つの集合住宅になると、それ１軒だけしか表示はできませんけ

れども、クリックしていただければ、このように、階数ごとに全部、名前が入っております

ので、平面だけではなくて、ある程度、縦方向の情報もわかるということになっています。

ただ、ゼンリンという会社で調べた地図ですから、他に新たに書き加えるということは、私

共は、著作権の関係等もありますので、なかなかいじれません。が、図形機能で微修正をし

ます。例えば、この中の６階に Aさんの名前をラベル機能として貼りつけることが可能です。 
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それともう１つは、特に要援護者の

地図もそうなんですけども、やはり

その時点のものなんですよ。例えば、

今日、2012年４月 23日に調べた地図

は、明日はもう古いんです。という

のは、世帯主が変わる可能性もある

し、それからもう既に道路のないと

ころがあったりします。例えば、10

年前の地図なんてほとんど用をなさ

ないですよね。地図で大きな使命は、

最新の地図をどういうタイミングで

とるかということです。それから、

もう１つはそんなに大きく家が変わ

らなければ、この住宅地図の大きな

ウリは、世帯主が載っていることで

す。最近では個人情報のこともあり

ますので、家に表札を書かれる方っ

ていうのは少ないんです。例えば、

アパートでもマンションでも、郵便

受けにお名前を書く方っていうのは

かなり減ってきています。じゃあ、

その時にどうやって調べるか。例えば、救助だとか、同じ町内会の方が助けに行こうといっ

ても「本当にいるのかいないのか、ということがわからない状態の時、どうするの？」とい

うことがあります。 

 

自治体の取り組みをうかがうと、例えば、三重県で津波の心配のある、例えば志摩市、鳥羽

市というような所の自治体の方とお話をします。そこでは、「世帯主の入れ替わりを、住民基

本台帳とリンクさせたかたちのものができないか」と言われます。住民基本台帳も、その市

に出入りの記録がリアルタイムに残っていますので、私共のシステムでもいいし、他のシス

テムでもいいんですけれども、そういうもっとリアルタイムで最新のものを出して欲しいと

いうご要望というのはかなりあります。 
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あれも欲しい、これも欲しい、これも

追加がしたい、という話になってくる

と、結果的にもう手の出ない話になっ

ちゃうんですよ。やれないことないん

ですよ。住民基本台帳のシステムを作

ったのは、大手がほとんどですので、

例えば、富士通だとか NECだとか、名

だたる会社がバンバン入れてますん

で。ただ、もう、桁外れのもので、メ

ンテナンス料も、１回入れるだけで何

千万の世界、まあ、何千万でできるか

どうかわかりませんけども。こういっ

た GISで、例えば、業者が購入したと

して、といった時にこれを日頃触って

る場所とか、どこがその GISに馴染み

があるかといった話になってくると、

ほとんど工事関係だとか、固定資産税

だとか、そういう、地図が業務上、必

要な部署の職員は地図に対しては一

生懸命やってると思います。だけども、

他のセクションだとか、特に福祉関係の人が地図の操作をするということはまずないんです

よ。そんなにない。１回訪問しないといけないから、全日本住宅地図の本、冊子版になった

やつがありますよね、あれをコピーして、色塗って、ここだよ、ということぐらいのことし

かしていませんこういった地図は、ほとんどご縁がない世界なんです。 

 

そんな中で、これじゃいかん、もう少し、いろんなかたちで皆さんに、「ここにいるよ」とい

うことを知ってもらうためにはどうしたらいいのかということです。ゼンリンの方の会社と

相談をしながら、私共は、ある程度ライセンス料を払ったりだとか、いろんなかたちで、仕

入れはしなくちゃいけないのですけれども。ただ、他のメーカーに比べれば、はるかに、ま

あ安いというかたちのものとしては提供できているかなあというふうに思っています。グー

グルだとかいろんな会社が無料配布をしているところもあるんですけれども、無料提供のと

ころはいつどうなるかわからないという部分もあります。それから、もう１つは、Web 上で

つながっているところは、Web がダウンした時に、どういうふうにこういった情報をフォロ

ーしていくかという危険があります。東日本大震災の時にやっぱり活躍したのは、ゼンリン

のこの本の住宅地図だったんですよ。あれを、一生懸命、みんながコピーして、ボランティ

アセンターで、ボランティアで来た人たちに配ってというようなかたちだったんですね。ま

あ、そういうことを考えればですね、もっと進化している所もあるかもしれないですし、国
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リハでもっと素晴らしい GIS を使っていらっしゃる方もいらっしゃいますけれども、どちら

かというと、私共は広く普及していくためのツールとしてこういったものを使っていただけ

るかなあというふうには思っています。 

 

北村：タウンウォッチャーについても、お話いただけますか？  

 

菅沼：はい。防災タウンウォッチン

グというのをやりました。お手元の

資料に基づいてお話をします。これ

を使った事例としてお話をします。

静岡県のある自治体ではですね。民

生委員さんの地図をつくっています。

民生委員さんが、自分たちの所謂、

受け持ち、例えば Aさんなら Aさん

がかかわる、の受け持ち地域に 60

歳の高齢の方だとか、障害の方だと

かというのを色別にして、地図にこ

う色を塗るんですよ。１枚の地図の

上で全て情報を共有します。そこに、

凡例をつけて、例えば、老々介護と

か、旦那さんが寝たきりだとか、そ

ういった所は赤にするような、緊急

性のある所は赤にしていく、だとか、

そういうふうにして、民生委員さん

が１人１人考えられて、静岡県富士

市という所なんですけど。東海地震の関係の所ですね。民生委員さんが 65人いらっしゃって、

その 65名分の民生委員マップというのを、この住宅地図を作られました。そこは市の職員が、

一生懸命作ったということなんですけども、そういうふうに使われている例がございます。 

 

今から、ちょっとご紹介するのは、防災タウンウォッチングと言いまして、障害当事者と町

内会の人と一緒に街を歩いて、実際に、避難所まで行く道が本当に通れるかどうかというこ

とを確認しました。自治体から第１次避難所の地図をもらいますけれども、本当にそこまで

は行ける道なのか。例えば、車いすで一緒に逃げたりられるのかを確認しました。僕も東北

の大震災の時に、４月７日の時に被災したんですよ。ちょうど、Y ヶ浜という所におりまし

て、震度６強の地震に遭って、それで、避難ということはこれほど大変なことかというのが

よくわかりました。特に夜中でした。そこで、実際にあの、わだちを起点として、４方向、

４班ぐらいに分かれて、とりあえず近くの避難所となっている中学校だとか、決められた拠

点までを、のコースを、事前に作ってですね、ある程度、動きました。これは出発のシーン
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です。 

 

その結果、いろんなことが見えてきました。１つは、道路にいろんな障害物がいっぱいある。

これは平時です。何もない時なんです。例えば、避難する時に、車で逃げる人もいるかもし

れないから、僕たちはやっぱり、歩道を歩くことを考えますが、歩道っていうのは、本当に

自由に歩けるかといったら、荷物があります。地震があって逃げる時なんていったら、多分

もう、ぐちゃぐちゃの状態で、この歩道を通って逃げられないだろうな、ということがわか

りました。 

 

もう１つは、自動販売機の下にただブロックが置いてあるだけなんですよ。よく自動販売機

っていうのは、あの、固定されていると思うかもしれませんけど、意外とこういう所があっ

たんですね。大きな地震が来たりだとか、例えば、亀裂があったら、絶対これ、自動販売機

が倒れるに決まっています。そうすると道の真ん中に出なくちゃいけないということもわか

ります。 

 

それから、僕らがこう街を歩いて初めて知ったのが、震災用のマンホールトイレがあるんで

す。下水のまま通しているんです。震災時にはここがそのまま、下水の代わりになります。

ほかに、応急用の水道がついている、蛇口がついているマンホールもありました。マンホー

ルから、水がとれるという所があるということも初めてわかりました。 

 

その結果を、それぞれの地図にも書いて、必要なところをこう付箋で貼って、まとめてとい

うことで話をしました。で、その時に、車いすの人、聴覚障害の人、視覚障害の方など、い

ろんな方たちに、それぞれテーブルに入っていただいて、いろんな意見が出てきました。ど

うやって助けを呼んだらいいのか。耳の聞こえない人が、昼間、震災の時に、SOS をどうや

って発するのかとか、言語障害の方が、はっきりしゃべれんけれども、どうしたらいいのか

とかいうことを話し合いました。その時に、本当に僕らも気づかないような色々な意見が出

て、大変楽しかったです。 

 

それから、実際にここに火事だとか、水害があった時に、自分たちはどういうふうに対応し

たらいいだろうかというような訓練を行ないました。その時には、地元の消防の方、市の方、

社協の方、保健所の方２人が参加してくれました。何回も来てくれるうちに、向こうの方か

ら、どうしたらいいのかということも言ってくるようになりました。消防署の中でセミナー

をやるところまで、まあ、仲良くと言ったらおかしいんですけれども、そういった、交流が

できたおかげでですね、こういう人たちもいるよ、ああいう人たちもいるよということを知

っていただけるようになったということです。 

 

GIS については、私共もとにかく皆さんに幅広く使っていただきたいということの思いと、

それから、住宅地図というのが皆さんにも馴染みがあると考えています。そして、日頃、地
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域を見守っていただいている民生委員さんの方、それからあとは防災関係のいろんな活動さ

れている方もいらっしゃいますので、地域の協力をしていただければなあというふうに思っ

ております。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

北村：どうもありがとうございました。では、質疑をご自由にお願いできればと思います。

それから、今日の記録は、できればテープ起こししてまた皆さんと共有したいと思いますの

で。お名前を先に名乗っていただけますでしょうか。 

 

A：民生委員の Aと申します。よろしくお願いします。 

先ほどから、障害者の安否確認という話が、何回も出てますけど。民生委員はそれぞれの担

当の単身高齢者とか、高齢世帯、障害者というのをマップに全部色塗りしていますでしょう

か？ これはもうおそらく民生委員さんになっておられる皆さん、そうだと思いますけど、

実際に、障害者も、65歳以上の方とご家族の方は把握できますけど、それ以外の方は自分の

エリアでも把握できませんし、仮に把握しても自分だけでとどめています。個人情報のこと

がありますもんですから。本来であれば、町内会に流していかないと、何かあった時に、役

立たないわけです。民生委員さんが背負ちゃって動くということはできないんですよね。や

はり、町内会、自治会の応援を求めないと、民生委員だけで抱えて、宝の持ち腐れになっち

ゃうんじゃないかと思うんですね。だから、そこらはいつも個人情報の問題になるんですけ

ど、それをどうやって対応しているか、お教えもらえますか。 

 

水谷：ええと、そうですね。個人情報の関係で言うと、条例もそうだと思うんですが、法律

で縛られるのは５千人以上の名簿だそうですね。ですから、町内会レベルとか、民生委員さ

んのレベルで、民生委員さんだと、自治体から名簿は下りてこないですよね？ 

 

A：こないです。65 歳以上の名簿は、１年に１遍きますけど。障害何級というのは下の欄に

あるから見落としちゃうケースも出てくるんですよね。 

 

水谷：普段の活動の中で出会った人たちの情報については、条例も法律も縛るものではない

と思うんですが、それを把握したところで、民生委員さんおひとりで、20 人、30人という要

援護者をおひとりで支援することは現実的には無理ですよね。要援護者の避難支援のガイド

ラインでは、要援護者の人が「この人なら安心して逃げられるよ」という人を、自分で指定

して、まあ、２名ぐらい、こう、台帳に書くことになっているんですが、実際にはなかなか

地域との関係が希薄な障害者の場合だと、指定する人がいなくて。名古屋でも、東京の親戚

の名前を書いてきたり。あるいは、知っている人の名前っていうと、町内会長さんの名前を

みんなが書いちゃって。１人でそんな支えられる訳がない。民生委員さんも同じ。普段から、

地域との関係をいかに厚くできるか、この人なら自分を任せられるんだ、無理を言えるんだ

っていう関係を作れるかっていうことが、当事者の側にも問われているんだろうと思います
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ね。ここが、うまくいっている例というのは、農村部とか、比較的、普段から地域との関係

がある所以外では、なかなかこれは難しくて、これからの課題ですよ。我々もちょっとこれ

からモデルをつくっていきたい。是非、この都市部でもやりたいなあということがこれから

の願いなんです。 

 

Ａ：それとですね。先ほども言いましたけれど、要支援を市に登録してる人がありますよね。

それで、初めて、２歳だとか８歳だとか、知的障害者だとか、視覚障害者の方を、ご近所の

人に依頼しているんですけれど。実際に一般の方は、そういう方はどうやって災害の時に誘

導したらいいかも、わからないと思うんですよね。 

 

水谷：そうそうそう。おっしゃる通り。 

 

Ａ：かなり粗いようなかたちになっちゃう。だからそこも、市なり何なりで、障害者に対し

ての勉強会もお願いできればと思います。民生委員は結構、勉強していますけど。 

水谷：そうなんですね。今、おっしゃったところでは、日頃、障害者との接点がない人たち

に、いきなり災害時に支援を担って欲しいと言われても、なかなかできないんだということ

は、これはどこの町内会や、地域の人たちからもうかがうんです。そういった意味では、菅

沼を中心に東海地方の自治体をいくつかまわる中で参考になる取り組みとかがありました。

避難訓練には、多くの自治体では、町内会の役員が中心に参加されて、なかなか一般の人は

参加しないし、高齢者や障害のある人が一緒に参加するということがあまり一般的じゃない

んですよね。名古屋の地元のある市街地の場合だと、毎年、この避難訓練とは別に、社協主

体でこれやっている防災講演活動で被災した障害当事者の話を聞いた後、実際にその地域の

支援者と障害当事者も一緒になって避難をされた事例があります。これはべてるの家が率先

してやられていてるモデルです。年に１回、この指定された避難所にみんな到着すると、そ

こでご自身の情報を、ご自身の手で更新して。要援護者台帳を更新される。そして、避難所

での暮らしについて、自治防災会や、消防の方から話を聞く。まあ、障害当事者が一緒に参

加するというような仕掛けを、是非、今後つくってことが大事だと思います。そんな中で、

障害ない人から理解を得ていくっていうことがひとつ必要だろうと。かと言って、それを聞

いただけですぐ、オムツ替えができるかとかね、いろんな支援ができるかというと、なかな

か難しい。地域の人たちとはとにかくまず、指定避難所に逃げるところまで。その後の長期

的な支援については、いかに他所から支援をつなげるかということを仕掛けを考えないと、

地域の人だけで支えるのはひょっとしたら難しいかもしれません。 

Ａ：ありがとうございました。 

北村：他にいかがでしょうか？ 

 

質問者 B：私は、Zの自治会長をしています。所沢に津波はこないんですけれどですね。各地

域で、どういう災害が起こるかのシミュレーションをする必要があると思います。所沢あた

りでしたら火災が心配ですね。そういう想定して、その地域に合う、要支援とか、あるいは
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避難訓練とかを構築しないと、実際、地に役に立たないと私は思っております。そこで、民

生委員の方との連携ですけれども、私共の町内会では、以前から、民生委員の方は非常によ

く活動されているんですけれども、横のつながりが非常に希薄だったということで、私共の

町会では民生委員と定期的に連絡会を実施しているところです。年何回もはできませんけれ

ども、町内会の役員会とともにコミュニケーションを図って災害時にはどうするのか、横の

つながりももう少し、地域としては考えておかなきゃダメだとも思っております。地域のニ

ーズに合ったプログラムをどう立てたらいいのかというようなことを、ご指導いただければ

非常に参考になると思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

水谷：各地域によって被害想定は様々ですね。これまでは、災害に関するリスク情報という

よりも「津波はここまで来ますよ」とかね、ハザードマップとしての情報は、住民の皆さん

に自治体から配られることはあっても、いざ、「どういった被害を受けて、どういった困り事

があるのか」ってことを、お互いに、こう、確認するようなものにはなってなかったところ

が多いですね。防災マップとかハザードマップが届いても、その日は「ふうん」って、それ

を眺めて関心があったとしても、やがて、それがどこかに行ってしまう。そうではなくて、

日頃から、どこに危険箇所が潜んでいて、災害の時にどういった困り事があるのかってこと

を、障害がある人たちも一緒に考えるような仕掛けにしていくって、発信していくような仕

掛けにするっていうのが、これから必要な取り組みになるだろうと思います。そこに、町内

会さんや、民生委員さんも当然入っていただき、私共のような障害者の団体や福祉団体も一

緒に入る。一方では、支援を受ける側ではあるんですが、空間的には福祉避難所的に地域の

人たちで困った人も参加していただけるような、支援の拠点として機能するということ。そ

こを町内の方と一緒に、障害のことに普段、接したことなくて分からない人も、障害団体も

一緒に入っていただくことによって、町内いろんな人的なパワーを借りながら、一緒に支援

ができる仕掛けにできるといいなというふうには感じております。 

 

菅沼：僕は、いろんな自治体の担当者の方といろいろとお話を、その、聞いている中で思う

ことは、自治体の方たちは一生懸命やろうとはしているんですけど、どうしても個人情報だ

とか、民生委員さんにお願いをするという立場なんですね。一生懸命、取り組んでいただい

ている民生委員さんもいるし、民生委員さんによっては「何で、俺がやらなくちゃいけない

んだ」というような方もいらっしゃいます。それも、おっしゃる通りの話なんです。 

 

それから、同じ市でも町もそうなんですけど、一生懸命やっておられる所と、そうでない所

ってあるんです。どこの市でも、どんな町内会でも、やっぱり、熱心な方が１人いらっしゃ

る所は進んでいるんですね。意識も高い。ということはどういうことかと言うと、これは、

１人の民生委員さんの問題ではなくて、１人の町内会長さんだけじゃなくて、社会全体とし

て A さんという人に取り組まない限り、例えば A さんという方が、あの、要援護者の方だと

すると、それはあの、ある特定の人だけに任せるべき問題ではないというふうに思っていま

す。１人の人がやる限界はあるし、それからいろんな役がつくと、必ず、その役は終わる時
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期があると、それが終わるとストンとそこの町の灯が消えちゃうという現実もあります。 

 

災害なんていつ来るかわからないけれど、台風は、毎年毎年、来ます。大地震も、ひょっと

したら明日でも来るかもしれないと言われいてる中で、自治体が旧態依然の何のちっとも進

歩もないということ自体が本当はおかしな話なんですよ。「じゃあ、どうするの？」っていう

話になってきた時に、何もしないよりも何かしなくちゃいかんだろうなというふうには、僕、

思っています。 

 

その１つのきっかけとしては、９月１日だとかに、皆さんも防災訓練を地域でやられると思

うんですけども、とにかくそういう時にまず出てって、地域の人に顔を見せるっていうこと

も、１つの手なんだろうなと思います。まず手始めにね。 

 

それから、もう１つは、避難所の問題があれば、避難所の体験訓練を提案する。避難訓練て、

高々１時間、２時間の話なんですね。行って、まあ、行事的なところをこちょこちょやって、

で、何かタオルか何か、防災グッズもらって帰ってくる。そうじゃなくて、例えば、ひと晩

一緒に暮らしてみるとかね。極端な話、学生が夏休みの時に、１週間体育館を避難所とする

という訓練をやれというふうなことを言ってみるとかね。１週間体育館で過ごすということ

はどういうことかというようなことだって、これもありかなと僕は思ってます。最近ちょっ

と、今回もテレビとかなんかで聞いたことがあるんですけども、そこで非常食を食べる。非

常食って、あれ、期限が切れているから期限切れを消化するのにいい機会なんですよ。防災

訓練に参加した時に配るんじゃなくて、そうすると行政も処理が十分できますので、新しい

ものとも交換できるということで、いろいろアイデアなんで、やり方次第だと僕は思ってい

ます。 

 

そこで、１人の人に責任を負わせない、みんなでやり抜こうと、その町内会だとか、民生委

員さんだとか、そういう組織の枠を超えてやるような取り組みというものを、自治体が新規

に始める。たとえば、所沢方式として。 

 

それから、津波の被害の予想される沿岸部では、とにかく逃げるということが大前提とする

ならば、逃げることを中心に考える。それから、津波の心配のない所だったら、山崩れだと

か、豪雨災害があるかもしれないじゃないですか。山の方では、水害の話と山崩れの話の相

談を受けています。どの時点で避難情報を出して、早く避難所に逃げるか。それから、大雨

で、何ミリ豪雨とか、どのタイミングで一緒になって逃げるかというようなことを、危機感

をご本人にも持っていただく、家族にも持ってもらうということをしていかないと。 

 

ただ、単に助けてもらうばっかりではこれはダメです。自分は今はこうだと、こういうふう

にしないと出ていけないということを発信をしないと、助けたいと思っている人でも助けら

れないというようなことを、上手にコーディネートしていくのが要るのかなあ、と思います。
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自治体も考えていることかもしれないですけれども、社会全体の一員として構築できること

を考えていきたいなあというふうに思っています。はい。 

 

北村：では、前のほうで、お手をお上げになっていた方。 

 

Ｃ：はい。先ほど、北村先生から、吾妻行政区として紹介いただきました荒幡町内会の会長

でございます。どうぞよろしくお願いします。今日はまたこのような勉強会のご案内をいた

だきまして、大変、ありがとうございました。私共の町会のほうの取り組みについて、ご紹

介させていただきながら、また、ご指導賜ればありがたいと思います。私共では、平成１７

年頃から防災委員会というのを立ち上げました。防災委員会でいろいろとこの、自分たちの

町をどうやって守っていったらいいか、あるいはまた、自分の生命、身体、財産をどのよう

に守ったらいいかというようなことを、当所は、月に１回ぐらい委員会開きまして、延べ 30

回ぐらいやりました。そういった中で、先ほどお話がありましたけども、まあ、所沢市の場

合は山岳もありませんしね、大きな河川もありません。台風と言っても最大風速が 35~37.8

ｍぐらいですから、そんな大きな被害ではないんです。 

 

一番、大事なのは大震災の安否確認、これを重点に置いた取り組みをさせていただきました。

安否確認をどんなふにしたらいいのかなっていうことでやったんですけども、荒幡の場合に

は、戸数が約 3千近く、３千世帯ぐらいございます。それで、町内会に加入してるのが 2,250

ぐらいけども、７割５分ぐらいの入会者です。とりあえず、町内会に加入している人間を対

象として安否確認を図ろうということを考えました。 

 

１つの隣組が概ね 10 世帯ぐらい、多い所は、30 世帯ぐらいあります。その上に、４つ５つ

の隣組をまとめて地区があります。そして、副会長がいて、また、理事と、５つの層になっ

ています。７地区に分かれておりますけども、安否確認するのに一番いい方法を考えました。

一次避難場所は学校が指定避難場所になりますが範囲が広いです。そこで、もっと身近な所

で、隣組単位の安否確認が図れるところを、１の前だから０にして、零次避難場所を隣組で

決めてもらいました。家から飛び出した時に、道路でもいいし、そこの空き地があれば空き

地でもいい、駐車場でもいいということです。毎年隣組長っていうのは変わるんですが、隣

組長が防災リーダーになってもらう。 

 

隣組ごとの安否確認カードを全部作りました。これにはまた個人情報が絡んでくるわけです

けど。実は最初のうちは電話番号がなかなか入らなかったんです。町内会の会費を集める時

に、「防災の安否確認のためにこれが必要だから」ということで、了解をいただいて、今では

ほとんど電話番号も入るようになっています。そこで、防災リーダーである隣組長は、この

隣組の１枚の安否確認カードを持っていて、発災時にはそれを使って、零次避難場所で安否

確認を図る。それで、零次避難場所に避難して来なかった所は、直接自宅に行って状況を確

認していくというふうな方法をとることにしております。 
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それから、要援護者の支援事業は、所沢市の場合には確か平成１９年頃だったですかね、取

り組みを始めました。ただ、市からくる要援護者というのは、住所、氏名、年齢、性別程度

の情報きりまわってこないんですね。これでは調査のしようがないというので、私共では、

荒幡独自の要援護者支援事業の荒幡町内会の実施要領というのを別に作りました。改めて対

象者からは届け出をしてもらっています。この届け出に基づいて、荒幡の場合には民生委員

さんと非常にこう、長い間、仲良くやらせていただいていますので、民生委員さんと町内会

の役員で、その該当者のお宅にお邪魔して、「じゃあ、どういう状況ですか」ということで、

高齢であるとか、あるいは、身体が不自由だとか、ええ、それから知的障害とかということ

を、調査をさせていただいて、それで、「万一の時には、じゃあ、近所の方に支援をしてもら

いますけども、そういったことを町内会の役員、あるいはまた、支援者の方々に情報を提供

してもいいですか」ということで、了解をいただいて、それで支援者にお願いするというこ

とをしています。 

 

この支援者については、かつて、アンケートをとりまして、「万一の場合に、要援護者がいる

場合、支援をしてくださいますか」というようなアンケートをとったことがあるんですね。

そうしましたら、世帯数の何割ぐらいだったか、ちょっと記憶を忘れましたが、かなり多く

の方が「支援をします」というふうな意向を示してくれたんです。したがって、要援護者支

援が手を上げたところの調査の結果に対して、その近くの方を選んで、支援者にしたのだと

いうことでございます。 

 

一方、所沢市の要援護者支援事業について我々が調査に行ってみたら、「災害が発生した時に

は警察とか消防とか市役所そういう人たちが来てくれるのかと思ったら、そうじゃないんで

すか？ それじゃ結構です。」ということで、約半数ぐらいの人は手を上げたのを下げましょ

うというふうな話もありまして、今、荒幡で 20人ぐらいが要援護者ということで登載されて

おります。で、ただ、その後、なかなか増えてこないということが、まだＰＲ不足なのかな、

というところがあります。 

 

それから先程来、お話がある身体の不自由な皆さんなどは、確かにね、皆さんに知られるの

はイヤかもしれませんけども、是非、申し出をいただいてね、いざという時には、安否確認

を図ったり、あるいはまた、手助けができればそれが一番いいかな、こんなふうに思ってい

ます。それから、先ほど、防災訓練の話がありましたが、実は平成 19年から防災訓練やって

おりますが、毎年、800 人前後、町内会で参加してます。で、一番最初が 866 人と記憶して

ます。それから、昨年が 845 人、去年は自衛隊も来ていただきまして、炊き出し訓練なんか

もやっていただきました。それから、防災マニュアルを昨年、作りました。東日本大震災の

時の揺れが震度５弱だったんですね。で、荒幡には人造の荒幡富士というのがありまして、

その富士山の頂上のほうがね、ちょっと被害を被ったんですが、住宅の屋根瓦が少し落ちた

程度でほとんど被害がなかったということから、それじゃ、震度５強以上になった時の対策
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をどうしていったらいいかと、いうふうなことで、防災マニュアルにまとめまして、町内会

の会員の所だけですけども、全戸に配布させてもらいました。 

 

先程来からいろいろお話がありますが、障害を持った方々の把握をしっかりした中で、一次

的な手助けができるようなこと。それとあと、避難所の運営というのがこれからの問題にな

るんですけど、そこら辺がまだね、我々には見えてこないということなんです。それから、

先ほど、避難所の間仕切りですね。これをした方がいいんじゃないかというふうなことなん

ですけど、これについてね、ある講演では、「１ヵ月程度の間は避難所の仕切りというのはな

い方がいいんだ」ということでした。それぞれが不安な中でいるわけですから、やっぱり、

お隣同士、声をかけ合ったり、いろいろこうね、できるような方法がいい。また、仕切りを

作ってしまいますと、孤独死とかいろいろあるということだったんですが。その辺をちょっ

とご指導いただけますでしょうか。 

 

水谷：とても熱心な取り組みをされているということで、ぎゃくにこちらが勉強させられま

す。ありがとうございました。今のようなお話で、私共の知る限りでは、コツコツと、いろ

んな町内会や、自主防災組織の単位で、とても熱心な取り組みをされてるところがあります。

どういったきかっけでね、そうやって熱心に取り組まれるようになったのかなと、逆にうか

がいたいです。これまでもべてるの家でも河村先生たちが入ったことによって、非常に熱心

になった。よくある町内会のパターンだと、その中心の方が交代されると下火になっていっ

てしまう。自然発生的に任せているこの地域防災の取り組みがどうしたら底上げできるんだ

ろうというのは私共のずっと長年の課題です。 

 

Ｃ：実は、私、消防におりました。阪神淡路の大震災があった時も、現地に行きまして、状

況をつぶさに見せてもらってきました。そういった中で、平成 14年でしたかね、退職しまし

た。その後、４年間、仕事をしていたものですから、64歳になった時に、たまたま町内会で

「役員になってくれ」ということで、町内会に。それから現職の時に、「自主防災組織を全地

域につくるように」っていうんでね、職員の尻をたたいて一生懸命、こう、つくってもらっ

たんですが、いざそこに戻ってみますと、何かあった時に、あんまり機能しそうもないんで

すね。 

水谷：仕掛人なんだ。 

 

Ｃ：まあ、そんなことから、「防災について少し考えてみよう」って、町内会の役員の皆さん、

または民生委員さんとか、そういう皆さんに働きかけをしました。いろいろ検討してきた結

果が、今はまだ、一歩入ったところなんですけれども、取り組みをさせていただいています。 

 

水谷：ありがとうございます。是非、そういった取り組みを、日本全国で起きるようにした

いなという、このように願います。じゃあ、間仕切りについて。 
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菅沼：避難所の間仕切りのお話なんですけど、どのような方がどういうふうに言ったかはち

ょっとわかりませんけれども、僕らが「避難所にプライバシー確保のための場が欲しい」と

言ったのは、トイレの問題だとかね、やっぱりあるんですよ。「全部を仕切れ」とは、僕らは

思っていません。先ほど言ったように顔が見えないと不安だということも当然あるでしょう。

ただし、いっぺん避難所に入っちゃうと出れないんですよね。特に東北の時もそうだったん

ですけども、通路がきちんとしてればいいんですけども、荷物をみんなガーッと置いちゃっ

て、それこそ奥に入っちゃうとその、外へ、何かの用事の時も出て行けないという。じゃあ、

夜中にトイレ行きたくなったらどうしようという、いろいろな問題もありました。僕が発災

後 10 日ぐらいの時に、宮城県のほうから要請があって行ったんです。避難所に間仕切りが、

プライバシールームが必要だということでした。報道か何かに避難所の人たちの声としてあ

がったということがありました。当時はね、福島と宮城と岩手のほうからちょっと要請があ

ったんですけど、僕ら、その、持ち分がなかったものですから、近隣の市町村からちょっと

納めたものをいっぺん借りて、「すぐ、確実に返すから」ということで、かき集めて、そのま

ま、被災地のほうへ持って行きました。その時に、宮城県東松島市が、沿岸部で自衛隊の基

地のあるところなんですが、ブルーインパルスかな、何か航空自衛隊の基地がある所。 

 

C：塩釜地区の消防がやっているところあたりかな。 

 

菅沼：塩釜ですかね。東松島です。そこを中心に動きました。避難所をずっと移動して、非

常に難しかったのは、やはり避難所を管理運営する人の考え方ひとつで、中が違うんですよ

ね。声が大きい人の意見で運営が全て決まってしまう。気の弱い人はみんな言われっぱなし

ですので、できるだけ、避難所運営の人は気が弱い人がいいかなとは思うんだけども。みん

なの言うことよく聞いてくるかもしれませんけれども。あの、頑固な人がね、リーダーだと、

これは地獄みたいなもので、「俺の言うこと聞け」なんて話になっちゃうと、もうダメなんで

すけれども。 

 

で、そこで、若いお母さんが訴えられました。着替えをする所がないと。こういう生活だけ

ども着替えをするんだと。それで、隣に、どこかのむさ苦しいお父さんがすぐ横だと、着替

えひとつもできやせんと。せめて、囲う部分の所が欲しいということでした。誰に言われた

かというと、所謂、一般の女性の方の希望がものすごく多かったんです。是非、必要だとい

うこと。 

 

それから、赤ちゃん抱えた若いお母さんの授乳が必ずあります。赤ちゃんて、夜泣くことも

あるものだから、隣にね、全然知らない人が見ている中でそんなこともできないので、ああ

いったものを作って欲しいということがありました。ですから、僕は備蓄品としてね、全部

は仕切る必要はないけれども、３部屋だとか、４部屋ぐらいは、必ずあるべきものかなとい

うふうには思います。それで、もう無理やり、「もう組み立てなくてもいいけれども、もう、

置いてくるから、中の人たちが、欲しいと言った時に作ってください」ということで、もう
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全部、これ、配って置いてきたという活動はしました。そういった意味では、必要はないと

は僕は思いません。 

 

水谷：発災当初はね、授乳、着替え、オムツ替えの必要なお年寄りが公衆の面前で替えざる

を得ないという、非常に、人権上問題じゃないかっていうのを気づかれた人からは我々もキ

ャッチできました。おっしゃるように「最初は仕切らない方がいいんだ、みんな被災者とし

て心を一体にした方がいいんだ」っていうことは多かったようなんですね。その中で、トイ

レにも行けず我慢していた人たちが、「せめて間仕切りがあれば、そこで用が足せたのに」と

いうことは、現地で出たものですから、１個２個というブースは最低必要じゃないかなあと

いうふうには思います。 

 

Ｃ：ありがとうございます。あと、私共の地域には柳瀬川という川がありましてね。その川

で地区が分断されているんですよ。橋が５~６箇所架かってますんで、それが倒壊してしまう

と、消防車が来られないということで、平成 19年に自衛消防隊というのを、消火ポンプを工

夫しまして自衛消防隊を立ちあげました。これに消防団の OB とか、消防職員の OB、それか

らまた、一般の方も関心がある方は何人か入っていただいて、現在 15人で編成されています。 

 

水谷：ありがとうございます。 

 

北村：荒幡地区は防災に関しては素晴らしい活動をされているという話を、事前に、うかが

いまして、今回、来ていただきました。近くに、大変いろいろな資源があることを、私たち

もこの機会に初めて知りました。ありがとうございます。荒幡地区について教えてくださっ

たのは、よつばくらぶさんです。人がたくさん集まって情報共有することで、できることが

増えると思いますので、また、今後ともよろしくお願いしたいと思います。まだ、もう少し

時間ありますし、多分、講師の先生はそれほどタイトな帰宅予定ではないというようなこと

ですので、質問は、できるだけ、あの、お受けしたいと思います。遠慮なくお手をお上げく

ださい。 

複数：笑 

菅沼：今日中には帰していただけます？ 

 

市内の市民団体「誰もが使える交通システムにする会」のＤと申します。私自身も車いすで

この近くのバリアフリーの市営団地に家内と２人で住んでおります。家内も多少、障害があ

って、何かあった時には、助けてもらえるような存在ではないんですけれども。 

 

要援護者台帳の話しは所沢でもありました。（災害時要援護者登録）制度が始まったのは、平

成 19年 10月。ちょっとだけ、パンフレットを読んで、「あ、これでは役に立たないな」と思

って、登録はしませんでした。（24 年 3 月現在登録者数 4519 名。今は登録しています。）行

政の方もその当時、「何かあっても私共は市民全員を助けることはできません」とはっきりお
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っしゃっていました。「だったら、登録してもあんまり意味はないな」と思って、登録しなか

ったんです。 

 

その後、阪神淡路大震災の被災当事者である障害者団体の方を神戸からお招きして、市内の

障害者関係団体の方々と市の危機管理課や社会福祉協議会も交えて「災害発生！ その時障

がい者は」というテーマでシンポジウムを開きました。少し市民の意識が変わらないかな、

と思って開催したのですが、それが２年前のことです。まさにその 1 年後、東日本大震災が

起きまして、新たにまた行動を起こさなければならないなというふうに今は思っています。 

 

さて、現在私が住んでいる住宅は５階建てで、エレベーターもありません。私の所は１階で

すから日常生活に支障はないんですけれども、最近は何か起きた時に、「自助、共助、公助」

が大切だということがよく言われますので、この自助という面で、自分なりに意識を高く持

たなければ、と思っています。 

そこで、日頃の付き合いが大切だと思い、月１回の団地内の清掃活動にも毎月欠かさず参加

しています。出たって何もできないんですけれども、一応、日頃から近所とつながりを持つ

という意味で参加しています。そして、今まで自治会活動にも積極的に参加していろんな発

言をしてきました。実際、これをやったからと言っても何か起きた時、すぐに近所の方がパ

ッと駆け付けてくれるってことはないと思っています。ただ、順番として、自分の家、身の

回りのことが終わった後で、「ああ、そういえば１階のＤさんは大丈夫かな」と思い出しても

らい、声をかけてくれるかなあとは思ってます。 

 

それともう１つ。すぐ隣の小学校が一次避難場所になっていますので、ここで近隣自治会が

共同で、地域の避難訓練を、毎年やっています。ただ、私が指摘したいのは、毎年、行って、

集まって、役員のお話があって、ホースで水をかけ、救助訓練、人工呼吸の訓練をやって、

最後に貯蔵庫の非常食を配って終わりというところです。「もし何かあった場合、私が学校に

逃げ込んで、果たしてここにいられるのかな」という要援護者対策への疑問が、いつも解決

しないまま終わってるんですね。市には当然、担当の課がありますので、そこと話し合う機

会もあるんですけれども、市内でもかなり地域によって温度差がありまして、一生懸命やっ

てる所とやってない所とがあります。民生委員の方々の前で申し訳ないのですが、私の住む

地域の自治会は、残念ながらあんまり一生懸命やっている部類には入ってないのかなあとい

うふうに、思っているんですね。自分からやっぱり発言していかないと変わらないので、市

のほうにも、機会あるごとに申し出をしています。 

 

また、市の地域防災会議があるんですけれども、メンバーを聞くと、50何人かいるそうです。

しかし、障害当事者のメンバーは１人もいないとおっしゃっていました。去年３月の東日本

大震災の時、避難所内での女性の問題は、かなり大きかったので、２つ空きがあるから女性

の委員を２人入れるというふうにおっしゃっていました。だったら、障害者も入れてくれと

いうふうに申しあげたんですけれども、それは専門家もいるし心配ないからとの一点張りで、
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全然、話を聞いてもらえないですね。このままの話で終わっちゃいけないんで、これからも

要望活動をやっていくつもりです。 

 

あともう１つ、市内に２箇所、福祉避難所があって、そちらへ最終的には何かあれば、大

部分の要援護者は行けるのかなとは思うんですけれども、とりあえず最初は、1 次避難所に

なっている近くの学校へ避難しなきゃいけないですよね。ところが、この学校というのは、

ご存じの通り、バリアだらけの所です。私は年に何回か、市内の小中学校の総合的学習の時

間に呼ばれて、子どもたちにお話をしに行っていますが、その時、「この地域にはいろんな人

が住んでいるんだ」ということを基本的にずっとお話しています。その中でバリアの話もす

るんですね。実際に、学校というのは体育館等に階段があったりして、何かあった場合、車

いすの私が逃げ込めるような場所じゃないわけです。これを何とかしたいと思いまして、3

年前に、教育委員会の担当の方に手紙を書きました。多分、返事はこないんだろうなと思っ

ていたら、半年ぐらいたってからきまして、「非常にいいことだからやりましょう」とのこと

でした。とりあえず、１校だけ伺って、先生たちと一緒にバリアフリー点検をやらせてもら

ったんですね。で、このまま続くのかなあと思っていました。そして、４月になって、年度

が変わりましたので、改めて申し入れしましたら、今度は担当者が変わっておりまして、「そ

ういう話は聞いてません」と言われ、「学校単位のことなので、そういうことは校長に任せて

あります」とのことで「学校に言ってください」と、もうけんもほろろなんですね。今もそ

の状態がずっと続いておりますが、また改めて、やろうかなと思っています。タイミング的

にも、東日本大震災がありましたので、今は少しは意識が違うかなと思っています。学校の

バリアフリー化という問題と合わせて、あとは行政のほうの、そういう何て言うんですかね、

（要援護者対策に関する）力の入れ方、そういうものはどういうふうにして持っていけば変

わるんでしょうかということ。具体的な、もし、意見をお持ちでしたら、お教えいただきた

いんですけれど。 

 

水谷：どうしたら行政が変わるか？ 

 

Ｄ：はい。 

 

水谷：あの、非常に切実な訴えだったと思いますし、我々も、常日頃、感じていることをよ

く代弁していただけたなと。特に担当者が変わると、コロッとまた変わっちゃうというのは、

毎年、この菅沼がこの時期、ぼやいていることでもございまして。ええと、いくつかのポイ

ントをおっしゃっていただいたと思うんですが、まず、障害者の問題、要援護者の問題につ

いては、社協さんが入っているから、「もう、うちはちゃんとやってます」というのが、これ

までの名古屋市、愛知県のずっと言ってきた建前でした。 

 

今日、社協さんがいらっしゃったら申し訳ないんですけど、これまでの大規模災害の中で、

災害ボランティアセンターが担ってきたのは、残念ながら、どっちかと言うと、反復的な、
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泥かきだったり、瓦礫の撤去だったり、で、障がい者など個別の支援の必要な人たちへのア

プローチっていうのが全くできなかった。全社協の人つかまえていうと、「いや、そんなこと

はない。やってきました」って言うんだけど、どこの災害ボランティアセンターを訪ねても、

「いや、今はそんな余裕がなくて、障害者おひとり、おひとりには手が回らないんです」っ

て、本当にけんもほろろだったんですね。今回も、本当に悔しい思いを何回もさせられまし

たし。逆に、障害者の支援をしたいと言って訪ねても、「ニーズだけ掘り起こしてもらっても、

寝た子起こすな」みたいにね、「ちょっと、そっとしておいて欲しいから」って言って、出入

り禁止になってしまう、そんな自治体もあったんです。 

 

だから、障害ゆえに起こる困難な部分についても、もう、遠慮せずに言えるような、そんな

仕掛けにしたいなとずっと思っています。その時に、やっぱり、日頃の関係がないとできな

いんだろうなということを痛感しております。ええと、学校のバリアフリー化についても、

私共、調査をしたら、名古屋市では６割以上が、２階以上に体育館があって、エレベーター

付きの体育館は１ヵ所しかない。車いすでは、一切、入れないという話でした。このあたり

は、すぐに解決できないんですけど、今、障害当事者の団体いくつかで学校にお願いをして

います。これはちょっと時間かかると思います。あと、まあ、日頃の感じてることは菅沼か

ら。 

 

菅沼：担当者が変わるとコロッと変わるっていうのは、まさにそれはしょうがない話、しょ

うがないと言っちゃ、本当はいけないのかもしれないけれども。ただ、やはり、何て言うの

かな。行政の人を教育していくのも、教育という言葉がいいのかわかんないけれども、知っ

てもらうのも、やはり、自分の力じゃないのかなあというように思ってます。前いた課のこ

とはわかるけど、新しい課のこと、仕事はさっぱりわからんて、これは誰でも同じことで、

けんもほろろだというふうな話になっちゃうかもしれないけど、僕もやっぱり、そういうこ

とは、毎年毎年、経験をしてきたんですね。 

 

２～３回行って、冗談言ったり、訳のわからんこと言ったりとか。それから、あとね、意外

と、耳を貸すのは他所の地域の情報なんですよ。行政っていうのは隣の市で何かやってると、

すごい気になるという、あの、いい感性を持ってるもんだから、それをねえ、小出しにちょ

こちょこちょこと教えてあげると、で、「何かあったらあんたのとこ大変だよねえ」というだ

けの話で僕は帰ってくるという作戦をいつもとっております。そうすると、意外と今度は向

こうからいろんなことを言ってきてくれるもので、そこで、まあ上手にね、いろんな情報を

提供して、「あの、実はね」というようなことで話をしてあげると。結局、持ってる悩みって、

みんな一緒なんですよ。市要援護者のことだとか、地域の人たちの生命、財産を守るってい

うのが、これは等しく公務員全ての使命ですから。そういったところで、うまく、こう、や

っていくのも市民の知恵ということで、上手に行政マンを使うというふうに、こうちょっと

切り替えればいいと思いますね。所沢市流のやり方があると思います。 
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Ｄ：所沢市の行政はいい方ばっかりなんですよ。言えばわかるような方がほとんどだけど。

最終的には公平とかそういうことになっちゃってね。 

 

菅沼：そう、そう、そう。あの、公平はうちからまず始めるということにしたいですね(笑)。 

 

D：はい。ありがとうございました。 

 

菅沼：いえ、いえ。 

 

北村：今、話のあった社協さんにも、この勉強会では連絡をさせていただいています。そこ

から、所沢市の福祉施設の方にお声かけいただいて、前回はご参加いただきました。教育委

員会にも参考資料として見ていただいて、いつでもご参加くださいというお声がけはさせて

いただきたいと思います。社協さんは、私、手が回らなくて、先週、ようやく、この勉強会

のご案内を送りましたところ、担当の方が変わっていらっしゃいましたが、新しい担当の方

を決めてくださるということでしたので、社協との連携もつくっていきたいなというふうに

思います。 

 

あと、所沢市の「手をつなぐ親の会」の方たちと一緒に、小学校の避難訓練に参加させてい

ただいたことがありました。通常は校庭だけなんですけれども、「あちこち探索しましょう」

と言って、おばさん３人であちこち探索しながら、校舎の中、いろいろ見せていただいて、

トイレがどこにあるのかとか、鍵がどこにあるのかとか、確認しました。スロープあるんだ

けどそこに植木鉢がたくさんあったねとか、ということを、写真撮って、ちょっとレポート

にして、小学校ですとか、地域の防災組織に提供させていただくということはさせていただ

いたことがあります。ひとりひとりの方が心配なところでしたら、一緒に行かせていただい

て、我々は調べるとか、報告することは仕事なので、そういうのはさせていただけるかと思

います。他にありますでしょうか？ 

 

では、また、この後も勉強会を続けながら、情報交換と連絡をとり合える関係を作ってい

きたいと思います。今日は少し、延長いたしましたが、お越しいただきましてありがとうご

ざいました。 

 

複数：ありがとうございました。                     

以上 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

北村：どうもありがとうございました。では、質疑をご自由にお願いできればと思います。

それから、今日の記録は、できればテープ起こししてまた皆さんと共有したいと思いますの

で。お名前を先に名乗っていただけますでしょうか。 

 

A：民生委員の Aと申します。よろしくお願いします。 

先ほどから、障害者の安否確認という話が、何回も出てますけど。民生委員はそれぞれの担

当の単身高齢者とか、高齢世帯、障害者というのをマップに全部色塗りしていますでしょう

か？ これはもうおそらく民生委員さんになっておられる皆さん、そうだと思いますけど、

実際に、障害者も、65歳以上の方とご家族の方は把握できますけど、それ以外の方は自分の

エリアでも把握できませんし、仮に把握しても自分だけでとどめています。個人情報のこと

がありますもんですから。本来であれば、町内会に流していかないと、何かあった時に、役

立たないわけです。民生委員さんが背負ちゃって動くということはできないんですよね。や

はり、町内会、自治会の応援を求めないと、民生委員だけで抱えて、宝の持ち腐れになっち

ゃうんじゃないかと思うんですね。だから、そこらはいつも個人情報の問題になるんですけ

ど、それをどうやって対応しているか、お教えもらえますか。 

 

水谷：ええと、そうですね。個人情報の関係で言うと、条例もそうだと思うんですが、法律

で縛られるのは５千人以上の名簿だそうですね。ですから、町内会レベルとか、民生委員さ

んのレベルで、民生委員さんだと、自治体から名簿は下りてこないですよね？ 

 

A：こないです。65 歳以上の名簿は、１年に１遍きますけど。障害何級というのは下の欄に

あるから見落としちゃうケースも出てくるんですよね。 

 

水谷：普段の活動の中で出会った人たちの情報については、条例も法律も縛るものではない

と思うんですが、それを把握したところで、民生委員さんおひとりで、20 人、30人という要

援護者をおひとりで支援することは現実的には無理ですよね。要援護者の避難支援のガイド

ラインでは、要援護者の人が「この人なら安心して逃げられるよ」という人を、自分で指定

して、まあ、２名ぐらい、こう、台帳に書くことになっているんですが、実際にはなかなか

地域との関係が希薄な障害者の場合だと、指定する人がいなくて。名古屋でも、東京の親戚

の名前を書いてきたり。あるいは、知っている人の名前っていうと、町内会長さんの名前を

みんなが書いちゃって。１人でそんな支えられる訳がない。民生委員さんも同じ。普段から、

地域との関係をいかに厚くできるか、この人なら自分を任せられるんだ、無理を言えるんだ

っていう関係を作れるかっていうことが、当事者の側にも問われているんだろうと思います

ね。ここが、うまくいっている例というのは、農村部とか、比較的、普段から地域との関係

がある所以外では、なかなかこれは難しくて、これからの課題ですよ。我々もちょっとこれ

からモデルをつくっていきたい。是非、この都市部でもやりたいなあということがこれから

の願いなんです。 



222 

 

 

Ａ：それとですね。先ほども言いましたけれど、要支援を市に登録してる人がありますよね。

それで、初めて、２歳だとか８歳だとか、知的障害者だとか、視覚障害者の方を、ご近所の

人に依頼しているんですけれど。実際に一般の方は、そういう方はどうやって災害の時に誘

導したらいいかも、わからないと思うんですよね。 

 

水谷：そうそうそう。おっしゃる通り。 

 

Ａ：かなり粗いようなかたちになっちゃう。だからそこも、市なり何なりで、障害者に対し

ての勉強会もお願いできればと思います。民生委員は結構、勉強していますけど。 

水谷：そうなんですね。今、おっしゃったところでは、日頃、障害者との接点がない人たち

に、いきなり災害時に支援を担って欲しいと言われても、なかなかできないんだということ

は、これはどこの町内会や、地域の人たちからもうかがうんです。そういった意味では、菅

沼を中心に東海地方の自治体をいくつかまわる中で参考になる取り組みとかがありました。

避難訓練には、多くの自治体では、町内会の役員が中心に参加されて、なかなか一般の人は

参加しないし、高齢者や障害のある人が一緒に参加するということがあまり一般的じゃない

んですよね。名古屋の地元のある市街地の場合だと、毎年、この避難訓練とは別に、社協主

体でこれやっている防災講演活動で被災した障害当事者の話を聞いた後、実際にその地域の

支援者と障害当事者も一緒になって避難をされた事例があります。これはべてるの家が率先

してやられていてるモデルです。年に１回、この指定された避難所にみんな到着すると、そ

こでご自身の情報を、ご自身の手で更新して。要援護者台帳を更新される。そして、避難所

での暮らしについて、自治防災会や、消防の方から話を聞く。まあ、障害当事者が一緒に参

加するというような仕掛けを、是非、今後つくってことが大事だと思います。そんな中で、

障害ない人から理解を得ていくっていうことがひとつ必要だろうと。かと言って、それを聞

いただけですぐ、オムツ替えができるかとかね、いろんな支援ができるかというと、なかな

か難しい。地域の人たちとはとにかくまず、指定避難所に逃げるところまで。その後の長期

的な支援については、いかに他所から支援をつなげるかということを仕掛けを考えないと、

地域の人だけで支えるのはひょっとしたら難しいかもしれません。 

Ａ：ありがとうございました。 

北村：他にいかがでしょうか？ 

 

質問者 B：私は、Zの自治会長をしています。所沢に津波はこないんですけれどですね。各地

域で、どういう災害が起こるかのシミュレーションをする必要があると思います。所沢あた

りでしたら火災が心配ですね。そういう想定して、その地域に合う、要支援とか、あるいは

避難訓練とかを構築しないと、実際、地に役に立たないと私は思っております。そこで、民

生委員の方との連携ですけれども、私共の町内会では、以前から、民生委員の方は非常によ

く活動されているんですけれども、横のつながりが非常に希薄だったということで、私共の

町会では民生委員と定期的に連絡会を実施しているところです。年何回もはできませんけれ
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ども、町内会の役員会とともにコミュニケーションを図って災害時にはどうするのか、横の

つながりももう少し、地域としては考えておかなきゃダメだとも思っております。地域のニ

ーズに合ったプログラムをどう立てたらいいのかというようなことを、ご指導いただければ

非常に参考になると思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

水谷：各地域によって被害想定は様々ですね。これまでは、災害に関するリスク情報という

よりも「津波はここまで来ますよ」とかね、ハザードマップとしての情報は、住民の皆さん

に自治体から配られることはあっても、いざ、「どういった被害を受けて、どういった困り事

があるのか」ってことを、お互いに、こう、確認するようなものにはなってなかったところ

が多いですね。防災マップとかハザードマップが届いても、その日は「ふうん」って、それ

を眺めて関心があったとしても、やがて、それがどこかに行ってしまう。そうではなくて、

日頃から、どこに危険箇所が潜んでいて、災害の時にどういった困り事があるのかってこと

を、障害がある人たちも一緒に考えるような仕掛けにしていくって、発信していくような仕

掛けにするっていうのが、これから必要な取り組みになるだろうと思います。そこに、町内

会さんや、民生委員さんも当然入っていただき、私共のような障害者の団体や福祉団体も一

緒に入る。一方では、支援を受ける側ではあるんですが、空間的には福祉避難所的に地域の

人たちで困った人も参加していただけるような、支援の拠点として機能するということ。そ

こを町内の方と一緒に、障害のことに普段、接したことなくて分からない人も、障害団体も

一緒に入っていただくことによって、町内いろんな人的なパワーを借りながら、一緒に支援

ができる仕掛けにできるといいなというふうには感じております。 

 

菅沼：僕は、いろんな自治体の担当者の方といろいろとお話を、その、聞いている中で思う

ことは、自治体の方たちは一生懸命やろうとはしているんですけど、どうしても個人情報だ

とか、民生委員さんにお願いをするという立場なんですね。一生懸命、取り組んでいただい

ている民生委員さんもいるし、民生委員さんによっては「何で、俺がやらなくちゃいけない

んだ」というような方もいらっしゃいます。それも、おっしゃる通りの話なんです。 

 

それから、同じ市でも町もそうなんですけど、一生懸命やっておられる所と、そうでない所

ってあるんです。どこの市でも、どんな町内会でも、やっぱり、熱心な方が１人いらっしゃ

る所は進んでいるんですね。意識も高い。ということはどういうことかと言うと、これは、

１人の民生委員さんの問題ではなくて、１人の町内会長さんだけじゃなくて、社会全体とし

て A さんという人に取り組まない限り、例えば A さんという方が、あの、要援護者の方だと

すると、それはあの、ある特定の人だけに任せるべき問題ではないというふうに思っていま

す。１人の人がやる限界はあるし、それからいろんな役がつくと、必ず、その役は終わる時

期があると、それが終わるとストンとそこの町の灯が消えちゃうという現実もあります。 

 

災害なんていつ来るかわからないけれど、台風は、毎年毎年、来ます。大地震も、ひょっと

したら明日でも来るかもしれないと言われいてる中で、自治体が旧態依然の何のちっとも進
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歩もないということ自体が本当はおかしな話なんですよ。「じゃあ、どうするの？」っていう

話になってきた時に、何もしないよりも何かしなくちゃいかんだろうなというふうには、僕、

思っています。 

 

その１つのきっかけとしては、９月１日だとかに、皆さんも防災訓練を地域でやられると思

うんですけども、とにかくそういう時にまず出てって、地域の人に顔を見せるっていうこと

も、１つの手なんだろうなと思います。まず手始めにね。 

 

それから、もう１つは、避難所の問題があれば、避難所の体験訓練を提案する。避難訓練て、

高々１時間、２時間の話なんですね。行って、まあ、行事的なところをこちょこちょやって、

で、何かタオルか何か、防災グッズもらって帰ってくる。そうじゃなくて、例えば、ひと晩

一緒に暮らしてみるとかね。極端な話、学生が夏休みの時に、１週間体育館を避難所とする

という訓練をやれというふうなことを言ってみるとかね。１週間体育館で過ごすということ

はどういうことかというようなことだって、これもありかなと僕は思ってます。最近ちょっ

と、今回もテレビとかなんかで聞いたことがあるんですけども、そこで非常食を食べる。非

常食って、あれ、期限が切れているから期限切れを消化するのにいい機会なんですよ。防災

訓練に参加した時に配るんじゃなくて、そうすると行政も処理が十分できますので、新しい

ものとも交換できるということで、いろいろアイデアなんで、やり方次第だと僕は思ってい

ます。 

 

そこで、１人の人に責任を負わせない、みんなでやり抜こうと、その町内会だとか、民生委

員さんだとか、そういう組織の枠を超えてやるような取り組みというものを、自治体が新規

に始める。たとえば、所沢方式として。 

 

それから、津波の被害の予想される沿岸部では、とにかく逃げるということが大前提とする

ならば、逃げることを中心に考える。それから、津波の心配のない所だったら、山崩れだと

か、豪雨災害があるかもしれないじゃないですか。山の方では、水害の話と山崩れの話の相

談を受けています。どの時点で避難情報を出して、早く避難所に逃げるか。それから、大雨

で、何ミリ豪雨とか、どのタイミングで一緒になって逃げるかというようなことを、危機感

をご本人にも持っていただく、家族にも持ってもらうということをしていかないと。 

 

ただ、単に助けてもらうばっかりではこれはダメです。自分は今はこうだと、こういうふう

にしないと出ていけないということを発信をしないと、助けたいと思っている人でも助けら

れないというようなことを、上手にコーディネートしていくのが要るのかなあ、と思います。

自治体も考えていることかもしれないですけれども、社会全体の一員として構築できること

を考えていきたいなあというふうに思っています。はい。 

 

北村：では、前のほうで、お手をお上げになっていた方。 
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Ｃ：はい。先ほど、北村先生から、吾妻行政区として紹介いただきました荒幡町内会の会長

でございます。どうぞよろしくお願いします。今日はまたこのような勉強会のご案内をいた

だきまして、大変、ありがとうございました。私共の町会のほうの取り組みについて、ご紹

介させていただきながら、また、ご指導賜ればありがたいと思います。私共では、平成１７

年頃から防災委員会というのを立ち上げました。防災委員会でいろいろとこの、自分たちの

町をどうやって守っていったらいいか、あるいはまた、自分の生命、身体、財産をどのよう

に守ったらいいかというようなことを、当所は、月に１回ぐらい委員会開きまして、延べ 30

回ぐらいやりました。そういった中で、先ほどお話がありましたけども、まあ、所沢市の場

合は山岳もありませんしね、大きな河川もありません。台風と言っても最大風速が 35~37.8

ｍぐらいですから、そんな大きな被害ではないんです。 

 

一番、大事なのは大震災の安否確認、これを重点に置いた取り組みをさせていただきました。

安否確認をどんなふにしたらいいのかなっていうことでやったんですけども、荒幡の場合に

は、戸数が約 3千近く、３千世帯ぐらいございます。それで、町内会に加入してるのが 2,250

ぐらいけども、７割５分ぐらいの入会者です。とりあえず、町内会に加入している人間を対

象として安否確認を図ろうということを考えました。 

 

１つの隣組が概ね 10 世帯ぐらい、多い所は、30 世帯ぐらいあります。その上に、４つ５つ

の隣組をまとめて地区があります。そして、副会長がいて、また、理事と、５つの層になっ

ています。７地区に分かれておりますけども、安否確認するのに一番いい方法を考えました。

一次避難場所は学校が指定避難場所になりますが範囲が広いです。そこで、もっと身近な所

で、隣組単位の安否確認が図れるところを、１の前だから０にして、零次避難場所を隣組で

決めてもらいました。家から飛び出した時に、道路でもいいし、そこの空き地があれば空き

地でもいい、駐車場でもいいということです。毎年隣組長っていうのは変わるんですが、隣

組長が防災リーダーになってもらう。 

 

隣組ごとの安否確認カードを全部作りました。これにはまた個人情報が絡んでくるわけです

けど。実は最初のうちは電話番号がなかなか入らなかったんです。町内会の会費を集める時

に、「防災の安否確認のためにこれが必要だから」ということで、了解をいただいて、今では

ほとんど電話番号も入るようになっています。そこで、防災リーダーである隣組長は、この

隣組の１枚の安否確認カードを持っていて、発災時にはそれを使って、零次避難場所で安否

確認を図る。それで、零次避難場所に避難して来なかった所は、直接自宅に行って状況を確

認していくというふうな方法をとることにしております。 

 

それから、要援護者の支援事業は、所沢市の場合には確か平成１９年頃だったですかね、取

り組みを始めました。ただ、市からくる要援護者というのは、住所、氏名、年齢、性別程度

の情報きりまわってこないんですね。これでは調査のしようがないというので、私共では、



226 

 

荒幡独自の要援護者支援事業の荒幡町内会の実施要領というのを別に作りました。改めて対

象者からは届け出をしてもらっています。この届け出に基づいて、荒幡の場合には民生委員

さんと非常にこう、長い間、仲良くやらせていただいていますので、民生委員さんと町内会

の役員で、その該当者のお宅にお邪魔して、「じゃあ、どういう状況ですか」ということで、

高齢であるとか、あるいは、身体が不自由だとか、ええ、それから知的障害とかということ

を、調査をさせていただいて、それで、「万一の時には、じゃあ、近所の方に支援をしてもら

いますけども、そういったことを町内会の役員、あるいはまた、支援者の方々に情報を提供

してもいいですか」ということで、了解をいただいて、それで支援者にお願いするというこ

とをしています。 

 

この支援者については、かつて、アンケートをとりまして、「万一の場合に、要援護者がいる

場合、支援をしてくださいますか」というようなアンケートをとったことがあるんですね。

そうしましたら、世帯数の何割ぐらいだったか、ちょっと記憶を忘れましたが、かなり多く

の方が「支援をします」というふうな意向を示してくれたんです。したがって、要援護者支

援が手を上げたところの調査の結果に対して、その近くの方を選んで、支援者にしたのだと

いうことでございます。 

 

一方、所沢市の要援護者支援事業について我々が調査に行ってみたら、「災害が発生した時に

は警察とか消防とか市役所そういう人たちが来てくれるのかと思ったら、そうじゃないんで

すか？ それじゃ結構です。」ということで、約半数ぐらいの人は手を上げたのを下げましょ

うというふうな話もありまして、今、荒幡で 20人ぐらいが要援護者ということで登載されて

おります。で、ただ、その後、なかなか増えてこないということが、まだＰＲ不足なのかな、

というところがあります。 

 

それから先程来、お話がある身体の不自由な皆さんなどは、確かにね、皆さんに知られるの

はイヤかもしれませんけども、是非、申し出をいただいてね、いざという時には、安否確認

を図ったり、あるいはまた、手助けができればそれが一番いいかな、こんなふうに思ってい

ます。それから、先ほど、防災訓練の話がありましたが、実は平成 19年から防災訓練やって

おりますが、毎年、800 人前後、町内会で参加してます。で、一番最初が 866 人と記憶して

ます。それから、昨年が 845 人、去年は自衛隊も来ていただきまして、炊き出し訓練なんか

もやっていただきました。それから、防災マニュアルを昨年、作りました。東日本大震災の

時の揺れが震度５弱だったんですね。で、荒幡には人造の荒幡富士というのがありまして、

その富士山の頂上のほうがね、ちょっと被害を被ったんですが、住宅の屋根瓦が少し落ちた

程度でほとんど被害がなかったということから、それじゃ、震度５強以上になった時の対策

をどうしていったらいいかと、いうふうなことで、防災マニュアルにまとめまして、町内会

の会員の所だけですけども、全戸に配布させてもらいました。 

 

先程来からいろいろお話がありますが、障害を持った方々の把握をしっかりした中で、一次
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的な手助けができるようなこと。それとあと、避難所の運営というのがこれからの問題にな

るんですけど、そこら辺がまだね、我々には見えてこないということなんです。それから、

先ほど、避難所の間仕切りですね。これをした方がいいんじゃないかというふうなことなん

ですけど、これについてね、ある講演では、「１ヵ月程度の間は避難所の仕切りというのはな

い方がいいんだ」ということでした。それぞれが不安な中でいるわけですから、やっぱり、

お隣同士、声をかけ合ったり、いろいろこうね、できるような方法がいい。また、仕切りを

作ってしまいますと、孤独死とかいろいろあるということだったんですが。その辺をちょっ

とご指導いただけますでしょうか。 

 

水谷：とても熱心な取り組みをされているということで、非常に、うちが勉強させられます。

ありがとうございました。今のようなお話で、私共の知る限りでは、コツコツと、いろんな

町内会や、自主防災組織の単位で、とても熱心な取り組みをされてるところがあります。ど

ういったきかっけでね、そうやって熱心に取り組まれるようになったのかなと、逆にうかが

いたいです。これまでもべてるの家でも河村先生たちが入ったことによって、非常に熱心に

なった。よくある町内会のパターンだと、その中心の方が交代されると下火になっていって

しまう。自然発生的に任せているこの地域防災の取り組みがどうしたら底上げできるんだろ

うというのは私共のずっと長年の課題です。 

 

Ｃ：実は、私、消防におりました。阪神淡路の大震災があった時も、現地に行きまして、状

況をつぶさに見せてもらってきました。そういった中で、平成 14年でしたかね、退職しまし

た。その後、４年間、仕事をしていたものですから、64歳になった時に、たまたま町内会で

「役員になってくれ」ということで、町内会に。それから現職の時に、「自主防災組織を全地

域につくるように」っていうんでね、職員の尻をたたいて一生懸命、こう、つくってもらっ

たんですが、いざそこに戻ってみますと、何かあった時に、あんまり機能しそうもないんで

すね。 

水谷：仕掛人なんだ。 

 

Ｃ：まあ、そんなことから、「防災について少し考えてみよう」って、町内会の役員の皆さん、

または民生委員さんとか、そういう皆さんに働きかけをしました。いろいろ検討してきた結

果が、今はまだ、一歩入ったところなんですけれども、取り組みをさせていただいています。 

 

水谷：ありがとうございます。是非、そういった取り組みを、日本全国で起きるようにした

いなという、このように願います。じゃあ、間仕切りについて。 

 

菅沼：避難所の間仕切りのお話なんですけど、どのような方がどういうふうに言ったかはち

ょっとわかりませんけれども、僕らが「避難所にプライバシー確保のための場が欲しい」と

言ったのは、トイレの問題だとかね、やっぱりあるんですよ。「全部を仕切れ」とは、僕らは

思っていません。先ほど言ったように顔が見えないと不安だということも当然あるでしょう。
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ただし、いっぺん避難所に入っちゃうと出れないんですよね。特に東北の時もそうだったん

ですけども、通路がきちんとしてればいいんですけども、荷物をみんなガーッと置いちゃっ

て、それこそ奥に入っちゃうとその、外へ、何かの用事の時も出て行けないという。じゃあ、

夜中にトイレ行きたくなったらどうしようという、いろいろな問題もありました。僕が発災

後 10 日ぐらいの時に、宮城県のほうから要請があって行ったんです。避難所に間仕切りが、

プライバシールームが必要だということでした。報道か何かに避難所の人たちの声としてあ

がったということがありました。当時はね、福島と宮城と岩手のほうからちょっと要請があ

ったんですけど、僕ら、その、持ち分がなかったものですから、近隣の市町村からちょっと

納めたものをいっぺん借りて、「すぐ、確実に返すから」ということで、かき集めて、そのま

ま、被災地のほうへ持って行きました。その時に、宮城県東松島市が、沿岸部で自衛隊の基

地のあるところなんですが、ブルーインパルスかな、何か航空自衛隊の基地がある所。 

 

C：塩釜地区の消防がやっているところあたりかな。 

 

菅沼：塩釜ですかね。東松島です。そこを中心に動きました。避難所をずっと移動して、非

常に難しかったのは、やはり避難所を管理運営する人の考え方ひとつで、中が違うんですよ

ね。声が大きい人の意見で運営が全て決まってしまう。気の弱い人はみんな言われっぱなし

ですので、できるだけ、避難所運営の人は気が弱い人がいいかなとは思うんだけども。みん

なの言うことよく聞いてくるかもしれませんけれども。あの、頑固な人がね、リーダーだと、

これは地獄みたいなもので、「俺の言うこと聞け」なんて話になっちゃうと、もうダメなんで

すけれども。 

 

で、そこで、若いお母さんが訴えられました。着替えをする所がないと。こういう生活だけ

ども着替えをするんだと。それで、隣に、どこかのむさ苦しいお父さんがすぐ横だと、着替

えひとつもできやせんと。せめて、囲う部分の所が欲しいということでした。誰に言われた

かというと、所謂、一般の女性の方の希望がものすごく多かったんです。是非、必要だとい

うこと。 

 

それから、赤ちゃん抱えた若いお母さんの授乳が必ずあります。赤ちゃんて、夜泣くことも

あるものだから、隣にね、全然知らない人が見ている中でそんなこともできないので、ああ

いったものを作って欲しいということがありました。ですから、僕は備蓄品としてね、全部

は仕切る必要はないけれども、３部屋だとか、４部屋ぐらいは、必ずあるべきものかなとい

うふうには思います。それで、もう無理やり、「もう組み立てなくてもいいけれども、もう、

置いてくるから、中の人たちが、欲しいと言った時に作ってください」ということで、もう

全部、これ、配って置いてきたという活動はしました。そういった意味では、必要はないと

は僕は思いません。 

 

水谷：発災当初はね、授乳、着替え、オムツ替えの必要なお年寄りが公衆の面前で替えざる
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を得ないという、非常に、人権上問題じゃないかっていうのを気づかれた人からは我々もキ

ャッチできました。おっしゃるように「最初は仕切らない方がいいんだ、みんな被災者とし

て心を一体にした方がいいんだ」っていうことは多かったようなんですね。その中で、トイ

レにも行けず我慢していた人たちが、「せめて間仕切りがあれば、そこで用が足せたのに」と

いうことは、現地で出たものですから、１個２個というブースは最低必要じゃないかなあと

いうふうには思います。 

 

Ｃ：ありがとうございます。あと、私共の地域には柳瀬川という川がありましてね。その川

で地区が分断されているんですよ。橋が５~６箇所架かってますんで、それが倒壊してしまう

と、消防車が来られないということで、平成 19年に自衛消防隊というのを、消火ポンプを工

夫しまして自衛消防隊を立ちあげました。これに消防団の OB とか、消防職員の OB、それか

らまた、一般の方も関心がある方は何人か入っていただいて、現在 15人で編成されています。 

 

水谷：ありがとうございます。 

 

北村：荒幡地区は防災に関しては素晴らしい活動をされているという話を、事前に、うかが

いまして、今回、来ていただきました。近くに、大変いろいろな資源があることを、私たち

もこの機会に初めて知りました。ありがとうございます。荒幡地区について教えてくださっ

たのは、よつばくらぶさんです。人がたくさん集まって情報共有することで、できることが

増えると思いますので、また、今後ともよろしくお願いしたいと思います。まだ、もう少し

時間ありますし、多分、講師の先生はそれほどタイトな帰宅予定ではないというようなこと

ですので、質問は、できるだけ、あの、お受けしたいと思います。遠慮なくお手をお上げく

ださい。 

複数：笑 

菅沼：今日中には帰していただけます？ 

 

Ｄ：市内の支援団体で「誰もが使える交通システムにする会」のＤと申します。私自身も車

椅子でこの近くのバリアフリーの市営団地に住んでおります。家内と２人で、家内も多少、

障害があって、何かあった時には、助けてもらえるような存在ではないんですけれども。 

 

要援護者台帳の話しは所沢でもありました。平成 19年、３年前ぐらいですかね、始まったの

は。ちょっとだけ、パンフレットを読んで、「あ、これでは役立たないな」と思って、登録は

しませんでした。実際は何をやってくれるのかということしか考えてなかったので、行政の

方もその当時、「何かあっても私共は助けることができません」とはっきりおっしゃっていま

した。「だったら、あんまり、登録しても意味はないな」と思って、登録しなかったんです。 

 

その後、阪神大震災の当事者の障害者団体の被災者の方に来ていただいて、市内で、まあ、

障害者に集まっていただいて、所沢市の危機管理課にもきていただいてシンポジウム開きま



230 

 

した。少し意識が変わらないかな、というところまでいったんですね。それがもう、２年前

です。去年、東北大震災が起きまして、新たにまた必要性を感じまして、何か行動を起こさ

なきゃいけないなというふうには思っています。 

 

今の住宅は５階建てでエレベーターもなくて、私の所は１階ですから支障はないんですけれ

ども、実際に何か起きた時に、「自助、共助、公助」というところを、言われてますけども、

この自助というのは、自分で絶えず考えておかないとすまないなと思って、自治会の役員活

動にも積極的に出るようにしてます。自分なりに意識を高く持ってやっています。 

 

日頃の付き合いというところから言いますと、月１回、清掃活動なんかありますんでね。出

たって何もできないんですけども、顔出すぐらいしかできないんですけども。一応、日頃か

らつながりを持つという意味で参加して、自治会活動にも積極的にいろんな発言をしてきま

した。実際、これをやったからと言っても何か起きたって、すぐに近所の方がパッと駆け付

けてくれるってことはないと思ってます。ただ、順番的に、自分の所、身の回りが終わった

後で、「ああ、そういえば１階にＤさんが住んでたな」というのを思い出していただければ、

何か助けになるかなあとは思ってます。 

 

それともう１つ。すぐ隣が小学校で、一次避難場所になっていますので、いろんな避難訓練

を、毎年やってます。ただ、私が思うのは行って、集まって、役員のお話があって、ホース

で水かけ、救助訓練、人工呼吸の訓練やって、炊き出し、で終わりというところです。「私が

もし何かあった場合、校庭に逃げて、果たしてここでいられるのかな」というのが、いつも

解決しないまま終わってるんですね。市に当然、担当の課がございますんで、そこと話し合

う機会もあるんですけども、市内でもかなり温度差がありまして、一生懸命やってる所とや

ってない所とあります。私共のほうは残念ながらあんまり一生懸命やっている部類には入っ

てないのかなあというふうに、民生委員の前で申し訳ないですけどね、そう思っているんで

すね。自分からやっぱり発言していかないと変わらないので、市のほうにも、申し出してま

す。 

 

市にも防災会議があるんですけども、メンバー聞いたら、ええ、50何人かいるんですけども、

障害当事者のメンバーは１人もいないとおっしゃってました。去年３月の震災の時、避難所

で女性の方の問題は、かなり大きかったので、２つ空きがあるから女性を２人入れるという

ふうにおっしゃっていた。だったら、障害者も入れてくれというふうに申しあげたんですけ

ども、ええ、それは専門家もいるし心配ないからと一点張りで、全然、話を聞いてもらえな

いですね。このままの話で終わっちゃいけないんで、これからもやっていくんですけども。 

 

あともう１つ、市内に２箇所、福祉避難所があって、そちらへ最終的には何かあれば、大

部分の人は行けるのかなとは思うんですけれども、とりあえずまあ、隣の学校へ行かなきゃ

いけないですよね。ところが、この学校というのは、ご存じの通り、バリアだらけの所です。
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私も総合学習の時間に、よく呼ばれて、子どもたちにお話に行っています。総合学習では、

「この地域にはいろんな人が住んでいるんだ」っていうことを基本的にずっとお話していま

す。その中でバリアの話もするんですね。実際に、学校、こうやってみると、意外に、体育

館に階段こんなにあったりして、私は、何かあった場合、逃げ込めるような場所じゃないわ

けです。これ、何とかしたいと思いまして、とりあえず、教育委員会に申し出て、担当の方

に手紙を書きました。多分、返事はこないんだろうなと思ったら、半年ぐらいたってきまし

て、「非常にいいことだからやりましょう」といって始まりました。とりあえず、１校だけう

かがって、先生らと一緒にバリアフリー点検をやらせてもらったんですね。で、このまま続

くのかなあと思ったらですね。４月になって、年度変わりましたんで、改めて申し入れしま

したら、今度は担当者が変わっておりまして、「そういう話は聞いてません」ということで、

「学校単位のことなので、あの学校のほうに、校長に任せてあります」ってね。「学校に行っ

てください」と、もうけんもほろろなんですね。その状態がずっと続いておりまして、また

改めて、やろうかなと思ってるんですけども、タイミング的にもまあ、東日本大震災のこと

ありましたので、まあ、少しは意識が違うかなと思っています。学校のバリアフリー化とい

う問題と合わせて、あとは行政のほうの、そういう何て言うんですかね、力の入れ方という

もの、そういうものはどういうふうにして持っていけば変わるんでしょうかということ。具

体的な、もし、意見をお持ちでしたら、お教えいただきたいんですけど。 

 

水谷：どうしたら行政が変わるか？ 

 

Ｄ：はい。 

 

水谷：あの、非常に切実な訴えだったと思いますし、我々も、常日頃、感じていることをよ

く代弁していただけたなと。特に担当者が変わると、コロッとまた変わっちゃうというのは、

毎年、この菅沼がこの時期、ぼやいていることでもございまして。ええと、いくつかのポイ

ントをおっしゃっていただいたと思うんですが、まず、障害者の問題、要援護者の問題につ

いては、社協さんが入っているから、「もう、うちはちゃんとやってます」というのが、これ

までの名古屋市、愛知県のずっと言ってきた建前でした。 

 

しかし、これまでの大規模災害の中で、今日、社協さんがいらっしゃったら申し訳ないんで

すけど、ボランティアセンターになってきたのは、本当に、残念ながら、個別の障害者のニ

ーズに応えることができなくて、まあ、どっちかと言うと、反復的な、泥かきだったり、瓦

礫の撤去だったり、で、個別の支援の必要な人たちへのアプローチっていうのができなかっ

た。全社協の人つかまえると、「いや、そんなことはない。やってきました」って言うんだけ

ど、どこの災害ボランティアセンターを訪ねても、「いや、今はそんな余裕がなくて、障害者

おひとり、おひとりには手が回らないんです」って、本当にけんもほろろだったんですね。

今回も、本当に悔しい思いを何回もさせられましたし。逆に、障害者の支援をしたいと言っ

て訪ねても、「ニーズだけ掘り起こしてもらっても、寝た子起こすな」みたいにね、「ちょっ
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と、そっとしておいて欲しいから」って言って、出入り禁止になってしまう、そんな自治体

もあったんです。 

 

だから、障害ゆえに起こる困難な部分についても、もう、遠慮せずに言えるような、そんな

仕掛けにしたいなとずっと思っています。その時に、やっぱり、日頃の関係がないとできな

いんだろうなということを痛感しております。ええと、学校のバリアフリー化についても、

私共、調査をしたら、名古屋市では６割以上が、２階以上に体育館があって、エレベーター

が１ヵ所にしかない。車椅子では、一切、入れないという話でした。このあたりは、すぐに

解決できないんですけど、今、障害当事者の団体いくつかで学校にお願いをしています。こ

れはちょっと時間かかると思います。あと、まあ、日頃の感じてることは菅沼から。 

 

菅沼：担当者が変わるとコロッと変わるっていうのは、まさにそれはしょうがない話、しょ

うがないと言っちゃ、本当はいけないのかもしれないけれども。ただ、やはり、何て言うの

かな。行政の人を教育していくのも、教育という言葉がいいのかわかんないけれども、知っ

てもらうのも、やはり、自分の力じゃないのかなあというように思ってます。前いた課のこ

とはわかるけど、新しい課のこと、仕事はさっぱりわからんて、これは誰でも同じことで、

けんもほろろだというふうな話になっちゃうかもしれないけど、僕もやっぱり、そういうこ

とは、毎年毎年、経験をしてきたんですね。 

 

２～３回行って、冗談言ったり、訳のわからんこと言ったりとか。それから、あとね、意外

と、耳を貸すのは他所の地域の情報なんですよ。行政っていうのは隣の市で何かやってると、

すごい気になるという、あの、いい感性を持ってるもんだから、それをねえ、小出しにちょ

こちょこちょこと教えてあげると、で、「何かあったらあんたのとこ大変だよねえ」というだ

けの話で僕は帰ってくるという作戦をいつもとっております。そうすると、意外と今度は向

こうからいろんなことを言ってきてくれるもので、そこで、まあ上手にね、いろんな情報を

提供して、「あの、実はね」というようなことで話をしてあげると。結局、持ってる悩みって、

みんな一緒なんですよ。市要援護者のことだとか、地域の人たちの生命、財産を守るってい

うのが、これは等しく公務員全ての使命ですから。そういったところで、うまく、こう、や

っていくのも市民の知恵ということで、上手に行政マンを使うというふうに、こうちょっと

切り替えればいいと思いますね。所沢市流のやり方があると思います。 

 

Ｄ：所沢市の行政はいい方ばっかりなんですよ。言えばわかるような方がほとんどだけど。

最終的には公平とかそういうことになっちゃってね。 

 

菅沼：そう、そう、そう。あの、公平はうちからまず始めるということにしたいですね(笑)。 

 

D：はい。ありがとうございました。 
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菅沼：いえ、いえ。 

 

北村：今、話のあった社協さんにも、この勉強会では連絡をさせていただいています。そこ

から、所沢市の福祉施設の方にお声がけいただいて、前回はご参加いただきました。教育委

員会にも参考資料として見ていただいて、いつでもご参加くださいというお声がけはさせて

いただきたいと思います。社協さんは、私、手が回らなくて、先週、ようやく、この勉強会

のご案内を送りましたところ、担当の方が変わっていらっしゃいましたが、新しい担当の方

を決めてくださるということでしたので、社協との連携もつくっていきたいなというふうに

思います。 

 

あと、所沢市の「手をつなぐ親の会」の方たちと一緒に、小学校の避難訓練に参加させてい

ただいたことがありました。通常は校庭だけなんですけれども、「あちこち探索しましょう」

と言って、おばさん３人であちこち探索しながら、校舎の中、いろいろ見せていただいて、

トイレがどこにあるのかとか、鍵がどこにあるのかとか、確認しました。スロープあるんだ

けどそこに植木鉢がたくさんあったねとか、ということを、写真撮って、ちょっとレポート

にして、小学校ですとか、地域の防災組織に提供させていただくということはさせていただ

いたことがあります。ひとりひとりの方が心配なところでしたら、一緒に行かせていただい

て、我々は調べるとか、報告することは仕事なので、そういうのはさせていただけるかと思

います。他にありますでしょうか？ 

 

では、また、この後も勉強会を続けながら、情報交換と連絡をとり合える関係を作ってい

きたいと思います。今日は少し、延長いたしましたが、お越しいただきましてありがとうご

ざいました。 

 

複数：ありがとうございました。                     

（録音終了） 

 


